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無 料
2012年  秋季  第30号

本社：東京都新宿区西新宿 1-25-1
新宿センタービル51階

0120 ー 308 ー 512
本 社 営 業 部 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 1-25-1
札 幌 営 業 所 北海道札幌市中央区南一条西10-4
苫小牧営業所 北海道苫小牧市王子町 3-2-23
盛 岡 営 業 所 岩手県盛岡市盛岡駅西通 2-9-1
仙 台 営 業 所 宮城県仙台市青葉区二日町 13-22
郡 山 営 業 所 福 島 県 郡 山 市 駅 前 2-10-15
新 潟 営 業 所 新潟県新潟市中央区弁天 3-2-3
宇都宮営業所 栃木県宇都宮市大通り 2-4-3
高 崎 営 業 所 群馬県高崎市八島町 68-17
水 戸 営 業 所 茨 城 県 水 戸 市 城 南 1-4-7
つ く ば 営 業 所 茨 城 県 つ く ば 市 竹 園 1-6-1
熊 谷 営 業 所 埼 玉 県 熊 谷 市 筑 波 2-15
さいたま営業所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-9-4
柏 営 業 所 千 葉 県 柏 市 柏 4-8-14
千 葉 営 業 所 千葉県千葉市中央区新田町 1-1
横 浜 営 業 所 神奈川県横浜市港北区新横浜 3-19-11
相模原営業所 神奈川県相模原市中央区鹿沼台2-17-18
横須賀営業所 神 奈 川 県 横 須 賀 市 小 川 町 14-1
藤 沢 営 業 所 神 奈 川 県 藤 沢 市 藤 沢 484-1
長 野 営 業 所 長 野 県 長 野 市 栗 田 1000-1
甲 府 営 業 所 山 梨 県 甲 府 市 丸 の 内 2-29-4
沼 津 営 業 所 静岡県沼津市大手町 3-8-23
静 岡 営 業 所 静岡県静岡市葵区黒金町１１- ７
浜 松 営 業 所 静岡県浜松市中区板屋町111-2
岡 崎 営 業 所 愛 知 県 岡 崎 市 唐 沢 町 11-5
名古屋営業所 愛知県名古屋市東区葵3-15-31
金 沢 営 業 所 石 川 県 金 沢 市 本 町 2-15-1
京 都 営 業 所 京都府京都市中京区烏丸通御池下ル虎屋町566-1
大 阪 営 業 所 大阪府大阪市北区西天満4-14-3
堺 営 業 所 大 阪 府 堺 市 堺 区 南 花 田 口 町 2-3-20 
神 戸 営 業 所 兵庫県神戸市中央区磯上通 8-3-5
姫 路 営 業 所 兵 庫 県 姫 路 市 南 駅 前 町 100
岡 山 営 業 所 岡山県岡山市北区下石井 2-1-18
広 島 営 業 所 広島県広島市中区銀山町４-17
高 松 営 業 所 香川県高松市サンポート 2-1
松 山 営 業 所 愛 媛 県 松 山 市 一 番 町 3-3-3
北九州営業所 福岡県北九州市小倉北区浅野 2-14-1
福 岡 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅前1-2-5
大 分 営 業 所 大 分 県 大 分 市 末 広 町 1-1-18
熊 本 営 業 所 熊本県熊本市中央区九品寺2-1-24
鹿児島営業所 鹿児島県鹿児島市西千石町1-32
沖 縄 営 業 所 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1
テクノ・サテライト・オフィス 沖 縄 県 沖 縄 市 上 地 1-1-1

企画 /編集：ダイアローグ　校正：ディクション
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全
面
運
転
開
始
と
な
っ
た
。

　

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
特
性
で

　

日
本
テ
ク
ノ
袖
ケ
浦
グ
リ

ー
ン
パ
ワ
ー
は
、「
カ
ワ
サ

キ
グ
リ
ー
ン
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
」
14
基
に
よ
る
11
万
㌔
㍗

級
の
発
電
所
。
10
万
㌔
㍗
を

超
え
る
発
電
所
が
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
の

は
国
内
初
。
２
０
１
２
年
７

月
に
14
基
の
う
ち
７
基
（
１

〜
７
号
機
）の
運
転
を
開
始
、

８
月
16
日
か
ら
残
り
７
基

（
８
〜
14
号
機
）
が
稼
働
し
、

あ
る
「
起
動
時
間
が
早
い
」

「
可
能
運
転
領
域
が
広
い
」
「
低
負
荷
時
で
も
発
電
効
率

が
下
が
ら
な
い
」
な
ど
の
利

点
は
同
発
電
所
で
も
顕
著
に

み
ら
れ
、
負
荷
追
従
に
適
し

た
性
能
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
る
。

　

同
エ
ン
ジ
ン
は
49
％
と
い

う
世
界
最
高
の
高
効
率
発
電

タ
イ
プ
。
Ｎ
Ｏ
ｘ
排
出
量
２

０
０ｐ
ｐ
ｍ
以
下
の
低
排
出

量
で
環
境
性
に
も
優
れ
た
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
だ
。
Ｎ
Ｏ
ｘ
排

出
量
が
少
な
い
た
め
全
国
ほ

１
０
０
％
と
広
い
。
よ
っ
て

部
分
負
荷
で
も
高
い
発
電
性

能
を
維
持
で
き
る
。

14
基
と
い
う
複
数
台
稼
働

を
生
か
し
た
定
期
的
な
順
次

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
効
率
的
な

運
用
に
よ
り
、
発
電
所
運
営

面
で
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ

の
向
上
お
よ
び
リ
ス
ク
の
低

減
が
可
能
だ
。

　

ま
た
、
電
力
需
要
が
高
い

供
給
を
第
一
と
考
え
る
日
本

テ
ク
ノ
に
と
っ
て
は
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
。
７
月
か
ら
運

転
開
始
し
た
７
基
は
、
東
京

電
力
管
内
に
お
け
る
節
電
要

請
期
間
、
と
り
わ
け
猛
暑
日

に
お
け
る
電
力
供
給
に
も
貢

献
し
た
。
７
月
27
日
に
は
東

日
本
大
震
災
後
初
め
て
最
大

電
力
が
５
０
０
０
万
㌔
㍗
を

突
破
し
た
が
、
そ
の
際
も
同

発
電
効
率
と
需
要
へ
の
柔
軟

な
対
応
性
を
模
索
し
て
い
く

活
動
で
あ
る
。将
来
的
に
は
、

電
力
と
し
て
は
ま
だ
不
安
定

な
要
素
の
あ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
、
調
整
弁
と
し

て
の
役
割
も
担
え
る
と
み
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た

結
果
を
将
来
的
な
電
力
の
安

定
供
給
へ
役
立
て
た
い
と
同

社
は
考
え
て
い
る
。

ぼ
全
域
で
脱
硝
装
置
が
不
要

と
な
る
。
起
動
指
令
か
ら
10

分
以
内
に
定
格
負
荷
到
達
が

可
能
で
、
運
転
範
囲
は
30
〜

夏
季
で
も
出
力
や
効
率
の
低

下
が
わ
ず
か
な
た
め
、
高
い

発
電
性
能
を
維
持
で
き
る
。

こ
れ
は
顧
客
へ
の
電
力
安
定

発
電
所
は
域
内
で
の
電
力
供

給
を
続
け
て
い
た
。

　

日
本
テ
ク
ノ
は
こ
れ
ま
で

電
力
需
要
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
発
電
設
備
を
求
め
て
き

た
。
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
高

い
発
電
効
率
を
維
持
し
、
し

か
も
柔
軟
に
出
力
を
変
え
ら

れ
る
発
電
所
。
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
14
基
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
発
電
所
は
同
社
が
求
め
る

条
件
を
満
た
し
て
い
た
。

　

こ
の
事
業
は
今
後
に
お
け

る
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
さ
ま
ざ

ミ
レニア
ム
開
発
目
標
２
０
１
２
年
報
告
国連発表

対
前
年
比
17
％
増 

２
５
７
０
億
㌦

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
、過
去
最
高
に

　

こ
れ
ま
で
、
発
電
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
は
、石
油
、

天
然
ガ
ス
、
石
炭
、
原
子
力

お
よ
び
、
わ
ず
か
な
が
ら
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
利
用

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
エ

ガ
ス
を
排
出
し
な
い
原
子
力

発
電
が
最
も
費
用
対
効
果
に

優
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
発
電

量
の
約
30
％
を
占
め
る
に
至

っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
２
０

２
０
年
に
は
構
成
比
を
40
％

に
増
加
さ
せ
る
と
い
う
政
府

目
標
が
立
て
ら
れ
て
い
た

が
、
東
日
本
大
震
災
に
起
因

す
る
福
島
第
一
原
発
の
事
故

以
来
、
こ
の
目
標
の
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
原
子
力
発

電
の
必
要
性
は
今
後
も
変
わ

ら
な
い
が
、
再
稼
働
等
の
不

透
明
さ
か
ら
代
替
策
を
見
い

だ
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ク
リ
ー
ン
で
調
達
が

安
定
し
て
い
る
天
然
ガ
ス
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
が
、
需
給
逼
迫
に

よ
る
価
格
上
昇
が
懸
念
さ
れ

て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
米
国
に
お
い

て
、
天
然
ガ
ス
革
命
が
起
こ

っ
た
。

　

新
た
な
技
術
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
は
採
掘
が
難
し
か
っ

た
地
中
の
頁
岩
（
け
つ
が
ん

／
シ
ェ
ー
ル
）
層
か
ら
、
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
を
取
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
埋
蔵
量
は
、
米
国
１
０

０
年
分
の
国
内
需
要
を
満
た

す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
米
国

の
天
然
ガ
ス
価
格
は
、
２
０

０
８
年
７
月
の
１
０
０
万
Ｂ

Ｔ
Ｕ
当
た
り
13
・
69
㌦
を
ピ

ー
ク
に
、
２
０
０
９
年
９
月

に
は
２
・
４
㌦
ま
で
急
落
し

た
。
こ
の
結
果
、
米
国
向
け

液
化
天
然
ガ
ス
の
大
半
が
必

要
な
く
な
り
、
激
安
の
ス
ポ

ッ
ト
天
然
ガ
ス
と
し
て
欧
州

市
場
に
流
入
し
、
世
界
的
不

況
に
よ
る
ガ
ス
需
要
の
減
少

と
相
ま
っ
て
、
世
界

の
市
場
は
大
混
乱
に

陥
っ
た
。

　

こ
の
天
然
ガ
ス
の

買
い
手
市
場
は
今
後

も
続
く
と
予
想
さ
れ
、

最
大
輸
入
国
の
日
本
も
、
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
の
恩
恵
に
浴

し
、
し
ば
ら
く
は
廉
価
な
天

然
ガ
ス
に
支
え
ら
れ
た
電
源

ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
電
力
供
給

が
賄
え
そ
う
で
あ
る
。

▼
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

　

略
称
は
「
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」。

　

２
つ
の
国
際
的
な
約
束

事
を
統
合
し
て
つ
く
ら
れ

た
、
国
際
社
会
が
目
指
す

目
標
。
統
合
さ
れ
た
約
束

事
の
う
ち
１
つ
は
「
国
連

ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」。
こ

れ
は
２
０
０
０
年
９
月
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
も

の
。
１
４
７
の
国
家
元
首
を

含
む
１
８
９
の
加
盟
国
代
表

が
21
世
紀
の
国
際
社
会
の
目

標
と
し
て
定
め
た
。

　

も
う
１
つ
は
１
９
９
０
年

代
に
出
さ
れ
た
国
際
的
な
開

発
目
標
を
ま
と
め
た
も
の
。

主
要
な
国
際
会
議
や
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
内
容
だ
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
期

限
は
２
０
１
５
年
で
あ
る
。

▼
世
界
自
然
保
護
基
金

　

略
称
は
「
Ｗ
Ｗ
Ｆ
」。

　

１
９
６
１
年
に
野
生
生
物

の
保
護
な
ど
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
国
際
的
民

間
環
境
保
護
団
体
。
本
部

は
ス
イ
ス
に
あ
り
、
世
界

50
カ
国
以
上
に
拠
点
を
置

く
。
５
０
０
万
人
に
お
よ

ぶ
世
界
各
地
か
ら
の
寄
付

や
会
費
な
ど
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
。
現
在
１

０
０
カ
国
以
上
で
環
境
保

護
活
動
を
展
開
す
る
。

　

１
９
７
１
年
、
日
本
に

も
、
世
界
で
16
番
目
の
拠

点
が
、
東
京
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。

2012年夏季号 クロスワードパズルの答え
　

前
号
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の

答
え
は
左
の
通
り

で
す
。
グ
レ
ー
の

二
重
囲
み
マ
ス
に

あ
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
「
ウ
チ

ミ
ズ
」
が
正
解
で
し
た
。

　

今
回
も
８
面
に
楽
し
い

パ
ズ
ル
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

答えは「ウチミズ」
（打ち水）でした。
多数のご応募ありがとうございました。

ネ
ル
ギ
ー
投
資
額
は
、
対
前

年
比
17
％
増
の
２
５
７
０
億

㌦
に
達
し
て
過
去
最
高
を
記

録
し
、
電
力
分
野
で
は
発
電

設
備
容
量
の
25
％
以
上
、
電

力
供
給
量
の
20
・
３
％
を
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
も
の

が
占
め
た
と
い
う
。
こ
れ
ま

で
多
く
の
投
資
家
は
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
風
力
発

電
を
選
択
し
て
い
た
が
、
２

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
『
世
界
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
』
の
２

０
１
２
年
版
が
、
同
時
に
公

表
さ
れ
た
。

　

両
報
告
書
に
よ
る
と
、
２

０
１
１
年
の
世
界
の
自
然
エ

　

２
０
１
２
年
６
月
、
国
連

環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の

『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
に

お
け
る
国
際
的
な
動
向
』
と

Ｒ
Ｅ
Ｎ
21
（
21
世
紀
の
た
め

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
ネ

０
１
１
年
は
そ
の
２
倍
近
く

の
投
資
額
が
太
陽
光
発
電
に

向
け
ら
れ
た
。
そ
の
額
は
１

４
７
０
億
㌦
だ
っ
た
。

　

各
国
の
政
策
支
援
で
は
、

２
０
１
２
年
の
初
頭
ま
で
に

少
な
く
と
も
１
１
８
カ
国
が

な
ん
ら
か
の
政
策
目
標
を
提

示
。
す
で
に
65
カ
国
と
27
の

地
域
（
州
）
で
は
、
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
が
実
施
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

２
０
１
２
年
８
月
、
本
紙
を
発

行
す
る
日
本
テ
ク
ノ
の
自
社
発
電

所
「
日
本
テ
ク
ノ
袖
ケ
浦
グ
リ
ー

ン
パ
ワ
ー
」（
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
）

が
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。
電
気

の
無
駄
を
な
く
す
省
エ
ネ
に
力
を

注
ぐ
一
方
で
、
電
気
を
つ
く
り
、

安
定
供
給
を
目
指
す
取
り
組
み
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

８つのミレニアム開発目標

２
０
１
３
年
版
採
用 

受
賞
者
発
表

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
３
回 

保
安
部
安
全
大
会

ド
キ
ュ
メ
ン
ト 

テ
ク
ノ
ビ
ジ
ネ
ス

環境政策最前線
識者COLUMN

　

２
０
１
２
年
７
月
、
国
連

は
『
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

報
告
書
２
０
１
２
』
を
発
表

し
た
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
は
、
国
際
社
会
の
支
援
が

必
要
な
貧
困
や
環
境
問
題
な

ど
の
課
題
に
対
し
２
０
１
５

年
ま
で
の
達
成
目
標
を
定
め

た
も
の
。
８
つ
の
目
標
と
そ

れ
を
細
分
化
し
た
21
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
、60
の
指
標
が
あ
る
。 　

目
標
達
成
の
進
捗
状
況
を

示
す
今
回
の
年
次
報
告
書
で

は
、
貧
困
、
ス
ラ
ム
、
水
に

関
す
る
３
つ
の
重
要
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
、
期
限
を
待
た
ず

に
目
標
が
達
成
で
き
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

貧
困
に
関
し
て
は
２
０
１

０
年
に
「
貧
困
率
を
１
９
９

０
年
か
ら
半
減
す
る
」
と
い

う
目
標
を
達
成
。
２
つ
目
の

ス
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
ス
ラ

ム
居
住
者
の
割
合
が
２
０
０

０
年
の
39
％
か
ら
２
０
１
２

年
に
は
33
％
に
減
少
し
、
２

億
人
以
上
の
生
活
が
改
善
。

こ
れ
は
「
１
億
人
の
ス
ラ
ム

居
住
者
の
生
活
を
改
善
す

る
」
と
い
う
目
標
の
達
成
を

意
味
す
る
。３
つ
目
の
水
は
、

安
全
な
飲
料
水
を
利
用
し
て

い
る
人
の
割
合
が
、
１
９
９

０
年
の
76
％
か
ら
２
０
１
０

年
に
89
％
へ
上
昇
。「
安
全

な
水
を
利
用
で
き
な
い
人
の

割
合
を
半
減
す
る
」
と
い
う

目
標
も
ク
リ
ア
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
目
標

を
達
成
す
る
に
は
、
さ
ら
な

る
国
際
協
力
が
必
要
だ
と
報

告
書
は
求
め
て
い
る
。

貧
困
率
半
減
な
ど
３
目
標
を
達
成

Techno V
iew

大型ガスエンジン

ネ
ル
ギ
ー
源
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
燃
料
特
性
に
合
わ
せ
て
効

率
よ
く
組
み
合
わ
せ
て
発
電

す
る
こ
と
を
電
源
ミ
ッ
ク
ス

と
呼
び
、
国
情
の
違
い
に
よ

り
構
成
比
率
は
違
う

も
の
の
、
電
力
安
定

供
給
、
価
格
の
低
廉

化
な
ら
び
に
環
境
保

全
を
目
指
し
、
各
国

が
そ
の
最
適
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

日
本
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
よ
る
低
炭
素
化
社
会
の
達

成
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
て
い
た
た
め
、
温
室
効
果

わ
が
国
の
電
源
ミッ
ク
ス
を

変
え
る
天
然
ガ
ス
革
命

リ ン ピ ッ 　
ス ミ 　 チ ズ
　 ン キ 　 ヨ
ウ ゼ 　 チ ウ
ミ 　 ニ ワ カ

eco topicseco topics
リ
オ
＋
20 

グ
リ
ー
ン
経
済
を
提
唱

　

２
０
１
２
年
６
月
、「
国
連
持
続
可

能
な
開
発
会
議
（
リ
オ
＋
20
）」
が
開

催
さ
れ
た
。
１
９
９
２
年
に
開
か
れ
た

「
国
連
環
境
開
発
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ

ト
）」
か
ら
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
と
し

て
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
が
開
催
を
呼
び
掛
け

た
国
際
会
議
。
外
務
省
の
発
表
に
よ
れ

ば
、
国
連
加
盟
の
世
界
各
国
か
ら
首
脳

や
閣
僚
、
企
業
、
市
民
団
体
な
ど
約
３

万
人
が
参
加
し
た
と
い
う
。

　

リ
オ
＋
20
で
は
、
持
続
可
能
な
発
展

の
た
め
に
グ
リ
ー
ン
経
済
が
重
要
な
手

段
だ
と
認
識
し
た
成
果
文
書
「
わ
れ
わ

れ
の
望
む
未
来
」
が
採
択
さ
れ
た
。
グ

リ
ー
ン
経
済
と
は
、
将
来
的
に
も
豊
か

な
暮
ら
し
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
環
境
保

護
と
経
済
成
長
を
両
立
し
て
い
こ
う
と

す
る
考
え
方
。
成
果
文
書
は
全
２
８
３

項
目
に
お
よ
ん
だ
。

鳥
類
標
識
調
査
５
０
０
万
羽
を
突
破

　

２
０
１
２
年
６
月
、
環
境
省
は
野
鳥

に
足
環
な
ど
を
つ
け
て
放
鳥
し
、
再
捕

獲
や
観
察
な
ど
で
鳥
類
の
生
態
を
調
べ

る
「
鳥
類
標
識
調
査
」
の
合
計
放
鳥
数

が
５
０
０
万
羽
を
突
破
し
た
と
発
表
し

た
。
同
調
査
は
、野
鳥
の
渡
り
や
年
齢
、

寿
命
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
態
を
明
ら
か

に
し
、
鳥
類
の
保
全
施
策
や
国
際
協
力

の
推
進
に
役
立
て
る
も
の
。日
本
で
は
、

１
９
２
４
年
に
初
め
て
の
調
査
が
行
わ

れ
、
以
来
約
90
年
に
わ
た
り
続
け
ら
れ

て
い
る
（
現
在
で
は
環
境
省
の
委
託
事

業
と
し
て
公
益
財
団
法
人 

山
階
鳥
類

研
究
所
が
実
施
）。

　

ま
た
環
境
省
で
は
５
０
０
万
羽
突
破

を
機
に
、
渡
り
鳥
の
記
録
を
地
図
表
示

で
確
認
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
鳥
類
標

識
調
査
の
概
要
情
報
な
ど
が
あ
る
「
鳥

類
標
識
調
査
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

www.biodic.go.jp/banding/index.
html

）」
も
新
た
に
公
開
し
て
い
る
。

河
川
の
水
質 

55
％
が「
き
れ
い
な
水
」

　

２
０
１
２
年
６
月
、
環
境
省
と
国
土

交
通
省
は
２
０
１
１
年
度
の
「
全
国
水

生
生
物
調
査
」
の
結
果
を
発
表
し
た
。

同
調
査
は
、
サ
ワ
ガ
ニ
や
カ
ワ
ゲ
ラ
な

ど
、
ど
の
よ
う
な
水
生
生
物
が
生
息
し

て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
で
そ
の
河
川

の
水
質
を
評
価
し
て
い
く
も
の
。
両
省

は
１
９
８
４
年
度
か
ら
こ
の
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。

　

生
息
生
物
を
確
認
す
る
調
査
は
、
高

価
な
機
材
な
ど
を
必
要
と
せ
ず
、
専
門

家
で
な
く
て
も
容
易
に
で
き
る
た
め
、

一
般
市
民
か
ら
参
加
者
を
募
っ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
小
中
学
校
や

市
民
団
体
な
ど
か
ら
参
加
し
た
児
童
・

生
徒
を
含
む
一
般
市
民
、
約
５
万
６
０

０
０
人
が
調
査
活
動
に
加
わ
っ
た
。

　

調
査
結
果
は
、
全
国
の
全
調
査
地
点

で
「
き
れ
い
な
水
」
と
判
定
さ
れ
た
の

が
55
％
、「
少
し
き
た
な
い
水
」
は
32

％
、「
き
た
な
い
水
」
は
８
％
、「
大
変

き
た
な
い
水
」
は
３
％
、「
判
定
不
能
」

が
２
％
だ
っ
た
。

スマートクロック
テーマ曲

ココ（ ）にアクセス

無料配信中 !!

　

春
夏
秋
冬
と
い
う
四
季

が
で
き
る
の
は
、
地
球
の

自
転
軸
が
、
太
陽
の
ま
わ

り
を
回
る
公
転
面
に
対
し

て
傾
い
た
ま
ま
回
転
し
て

い
る
た
め
だ
。

▼
太
陽
に
見
立
て
た
丸
い
電
球
の
両
側
に

２
つ
の
世
界
地
図
を
置
い
た
と
し
よ
う
。

地
図
は
電
球
を
挟
ん
で
向
か
い
合
わ
せ

で
、
い
ず
れ
も
地
面
と
垂
直
に
立
て
る
。

北
半
球
に
あ
る
日
本
は
、
両
地
図
の
上
端

か
ら
４
分
の
１
ほ
ど
下
っ
た
位
置
に
あ
る

だ
ろ
う
。
こ
こ
で
２
つ
の
世
界
地
図
を
平

行
の
ま
ま
右
方
向
に
少
し
倒
し
て
み
る
。

す
る
と
、
右
側
の
地
図
は
太
陽
で
あ
る
電

球
か
ら
少
し
離
れ
、
左
側
の
地
図
は
太
陽

に
少
し
近
づ
く
。
大
雑
把
に
い
え
ば
、
右

側
の
離
れ
た
状
態
が
冬
、
近
づ
い
た
状
態

が
夏
だ
。
そ
の
中
間
が
春
と
秋
。

▼
自
転
軸
の
傾
き
は
約
23
・
４
度
。
こ
の

わ
ず
か
な
傾
き
が
な
く
、
地
面
に
垂
直
に

置
い
た
世
界
地
図
の
よ
う
な
状
態
で
太
陽

の
ま
わ
り
を
公
転
し
て
い
る
と
し
た
ら
、

地
球
に
は
春
夏
秋
冬
が
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
、
１
年
の
区
切
り
も
で
き
な
く
な
る
。

地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
営
み
は
、
こ
う
し

た
宇
宙
を
構
成
す
る
不
思
議
で
繊
細
な
バ

ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

▼
季
刊
で
あ
る
小
紙
は
、
今
号
を
含
め
夏

と
秋
に
８
回
、
春
と
冬
に
７
回
、
合
計
30

回
発
行
と
い
う
節
目
の
数
を
迎
え
た
。
地

球
環
境
を
支
え
て
い
る
精
妙
な
調
和
が
崩

れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
号
数
を
重

ね
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
。

14基のガスエンジンが稼働す
る発電所「日本テクノ袖ケ浦グ
リーンパワー」。出力は、11万
kW。川崎重工業株式会社製「カ
ワサキグリーンガスエンジン」
を採用。二酸化炭素（ＣＯ２）
排出量は従来のガスエンジンよ
り５％以上少なく、NOxも約
50％低減されている。

14
基
11
万
kW
級 

安
定
供
給
へ

自
社
発
電
所 

運
転
開
始

日本テクノ

国内初

ま
な
可
能
性
を
探

る
う
え
で
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
よ
り
高
い ア

ー
テ
ィ
ス
ト

河
村
隆
一
さ
ん

日
本
テ
ク
ノ

馬
本
英
一
社
長

横
山 

隆
一

早
稲
田
大
学

理
工
学
術
院

教
授

極度の貧困と飢餓の撲滅
普遍的な初等教育の達成
ジェンダー平等の推進と女性
の地位向上
乳幼児死亡率の削減
妊産婦の健康状態の改善
HIV/ エイズ、マラリア、そ
の他の疾病の蔓延防止
環境の持続可能性を確保
開発のためのグローバルな
パートナーシップの推進

１
2

4
5

7

6

8

3

http://econews.jp/newspaper/frontline/index.html
http://www.n-techno.co.jp/service/retail.html
http://www.n-techno.co.jp/index.html
http://www.n-techno.co.jp/company/network/index.html
https://www.nichidenkyo.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/
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ネ
と
は
い
え
な
い
と
気
づ
い
た
。

　
「
48
コ
マ
」
以
前
の
小
社
シ
ス
テ
ム

は
デ
マ
ン
ド
超
過
予
測
時
に
ア
ラ
ー
ム

を
鳴
ら
し
て
省
エ
ネ
活
動
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
知
ら
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ピ
ー

ク
抑
制
と
省
エ
ネ
意
識
を
浸
透
さ
せ
る

観
点
か
ら
非
常
に
効
果
の
あ
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
通
常
、
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る

の
は
繁
忙
な
時
期
に
重
な
る
。
忙
し
い

か
ら
こ
そ
電
気
を
使
い
、
人
間
も
最
大

限
に
動
い
て
い
る
。
そ
ん
な
と
き
に
限

っ
て
ア
ラ
ー
ム
は
鳴
る
。
だ
か
ら
多
く

の
企
業
で
は
、

で
き
る
だ
け

ア
ラ
ー
ム
を

鳴
ら
さ
な
い

よ
う
に
す
る

た
め
に
考
え

始
め
、
省
エ

ネ
意
識
も
浸
透
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
利
点
が
逆

に
働
く
場
合
が
あ
る
こ
と
も
否
定
は
で

き
な
い
。
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
ま
で
は
、

極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
省
エ
ネ
を

忘
れ
て
い
て
も
よ
い
と
考
え
て
し
ま
う

場
面
だ
。
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
て
は
じ
め

て
、
省
エ
ネ
活
動
を
す
れ
ば
よ
い
と
い

う
考
え
方
で
あ
る
。

　

企
業
ご
と
の
違
い
は
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
ら
な
い
時
間
帯
や

季
節
は
あ
る
。
空
調
負
荷
の
少
な
い
秋

季
の
今
ご
ろ
は
、
ア
ラ
ー
ム
の
こ
と
を

忘
れ
て
い
る
企
業
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
本
来
の
省
エ
ネ
と
は
、
電
力

使
用
量
の
削
減
が
理
想
で
あ
る
。

　

こ
の
電
力
使
用
量
の
削
減
で
一
般
的

に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
は
個
別
の
回

路
計
測
だ
。
使
用
量
の
多
い
回
路
を
探

し
出
し
、
集
中
的
に
省
エ
ネ
対
策
を
し

て
い
く
。
と
は
い
え
こ
の
手
法
は
、
ア

ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
と
き
だ
け
省
エ
ネ
を

す
る
や
り
方
に
似
て
い
る
。
悪
者
を
探

し
て
退
治
す
れ
ば
、
あ
と
は
省
エ
ネ
を

忘
れ
て
も
よ
い
と
の
考
え
方
を
生
む
。

　

こ
れ
に
対
し
て
小
社
は
、
事
業
場
全

体
の
計
測
に
よ
り
、
状
況
に
応
じ
た
省

エ
ネ
活
動
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
た
。

電
気
の
使
用
状
況
は
季
節
、
曜
日
、
時

間
帯
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
の
使
用
状

況
を
計
測
す
る
に
は
、
す
で
に
30
分
単

位
で
実
施
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
確
定
の

計
測
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
よ
り
有
効

だ
と
確
信
し
た
。

　

こ
れ
を
活
用
す
れ
ば
、
そ
の
事
業
場

で
必
要
な
電
力
使
用
量
の
目
標
を
、
す

べ
て
の
時
間
帯
に
お
い
て
、
30
分
区
切

り
で
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

な
ら
ば
以
前
の
よ
う
に
、
超
え
て
は
い

け
な
い
デ
マ
ン
ド
の
目
標
値
を
設
定
し

ピ
ー
ク
時
だ
け
省
エ
ネ
活
動
を
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
に
は
な
ら
な
い
。
刻
々

の
変
化
に
応
じ
た
目
標
値
で
ア
ラ
ー
ム

が
鳴
る
。
も
し
く
は
、
制
御
信
号
を
出

力
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
目
標
設
定
に
は
、
待

機
電
力
、
季
節
に
よ
る
変
化
、
事
業
場

の
電
力
使
用
の
癖
（
一
日
の
大
き
な
流

れ
、
曜
日
な
ど
に
よ
る
特
別
な
使
用
方

法
な
ど
）
を
把
握
し
、
そ
れ
を
考
慮
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
一
見
面
倒
な

作
業
の
よ
う
に
感
じ
る
が
、
パ
ソ
コ
ン

の
設
定
画
面
上
で
は
、
理
想
の
日
の
パ

タ
ー
ン
を
呼
び
出
す
こ
と
や
、
設
定
値

の
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る
微
調
整
、
一
括
変

更
な
ど
も
可
能
な
た
め
、
基
準
値
さ
え

把
握
で
き
れ
ば
、
ほ
ん
の
数
分
で
設
定

で
き
る
。
設
定
値
変
更
な
ど
す
べ
て
の

作
業
を
合
わ
せ
て
も
30
分
前
後
で
完
了

で
き
る
。
設
定
し
た
パ
タ
ー
ン
は
保
存

が
可
能
で
、
季
節
や
曜
日
な
ど
で
変
更

し
た
設
定
値
を
そ
の
都
度
呼
び
出
せ

ば
、
よ
り
有
効
な
省
エ
ネ
活
動
に
つ
な

が
る
。

　

あ
る
飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
で
は
、
こ
の

機
能
を
フ
ル
活
用
し
た
店
舗
が
対
前
年

比
約
10
％
削
減

の
成
果
を
出
し

た
の
に
対
し
、

未
活
用
の
店
舗

で
は
約
４
％
の

削
減
に
と
ど
ま

っ
た
。
同
じ
よ

う
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
こ
の
差
は

大
き
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

小
社
で
は
、「
48
コ
マ
」
を
利
用
す

る
き
っ
か
け
や
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
た
め

に
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で
の
訪
問
や

電
話
連
絡
を
半
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で

実
施
し
て
い
る
。
総
電
力
使
用
量
の
削

減
と
い
う
本
当
の
省
エ
ネ
活
動
を
ユ
ー

ザ
ー
と
と
も
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
か
ら
だ
。

　

私
た
ち
は
１
年
間
で
地
球

１
・
５
個
分
の
自
然
資
源
が
必

要
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
２

０
３
０
年
に
は
地
球
２
個
分
の

資
源
が
必
要
に
な
り
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
２
・
９
個
分
の
地

球
が
必
要
に
な
る
│
│
そ
ん
な

警
告
を
、
世
界
自
然
保
護
基
金

（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）
が
『
生
き
て
い
る

地
球
レ
ポ
ー
ト 

２
０
１
２
年

版
』
の
中
で
発
表
し
た
。　

　

同
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
自
然
環

境
に
、
人
間
が
１
年
間
で
ど
の

程
度
の
依
存
を
し
て
い
る
か

を
、
面
積
に
換
算
し
て
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
「
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
と
い

う
指
標
を
使
っ
て
い
る
。

　

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
を
構
成
す
る
要
素
は
、

食
糧
や
繊
維
を
生
産
す
る
「
耕

作
地
」、家
畜
を
飼
育
す
る
「
牧

草
地
」、
化
石
燃
料
の
燃
焼
か

ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
吸
収
す
る
「
二

酸
化
炭
素
吸
収
地
（
森
林
）」、

木
材
製
品
の
生
産
に
必
要
な

「
森
林
地
」、
交
通
や
住
宅
な
ど

の
施
設
に
必
要
な
「
生
産
阻
害

地
」、「
魚
場
」
が
あ
る
。

　

例
え
ば
日
本
人
が
１
年
間
で

必
要
と
す
る
１
人
当
た
り
の
面

積
は
東
京
ド
ー
ム
（
４
・
７
㌶
）

よ
り
少
し
小
さ
い
だ
け
の
約
４

㌶
。
世
界
中
の
人
が
日
本
人
と

同
じ
生
活
を
す
る
と
地
球
２
・

３
個
分
が
必
要
だ
。
同
様
に
日

本
よ
り
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
が
高
い
ア
メ
リ
カ

市
民
と
同
じ
生
活
だ
と
地
球
は

４
個
分
必
要
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
市
民
と
同
じ
生
活
な
ら
地
球

は
３
分
の
２
個
あ
れ
ば
い
い
。

本
来
の
省
エ
ネ
を
推
進
す
る
た
め
に

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
か
ら
総
使
用
量
の
削
減
へ
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こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
国
に

よ
っ
て
環
境
や
文
化
が
違
う
私

た
ち
が
地
球
１
個
分
で
暮
ら
す

た
め
に
、
地
球
の
自
然
資
源
を

再
生
可
能
な
範
囲
内
で
管
理
、

運
用
、
共
有
す
る
べ
き
だ
と
提

案
し
て
い
る
。
今
あ
る
資
源
を

管
理
・
共
有
す
る
生
産
シ
ス
テ

ム
、
環
境
面
と
社
会
的
コ
ス
ト

を
勘
定
に
入
れ
る
公
平
な
金
融

投
資
、
健
全
な
消
費
行
動
の
バ

ラ
ン
ス
│
│
そ
う
し
た
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
生
物
多
様
性
の

保
全
や
生
態
系
の
維
持
に
つ
な

が
り
、結
果
と
し
て
食
糧
や
水
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
が
実

現
さ
れ
る
と
す
る
。

　

私
た
ち
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
技
術
を
活
用
し
て

も
っ
と
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

引
き
出
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

栽
培
技
術
を
活
用
し
て
劣
化
し

た
土
地
を
耕
地
へ
再
生
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
少

な
い
資
源
で
よ
り
多
く
を
生
産

し
、
よ
り
賢
く
消
費
す
る
「
よ

り
良
い
選
択
」
を
し
て
い
く
よ

う
に
、
広
範
な
分
野
で
意
識
を

変
え
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

２
０
１
２
年
７
月
、
文
部
科

学
省
と
林
野
庁
は
宮
崎
県
「
綾

地
域
」
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
た
と
発
表
し

た
。
パ
リ
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
第
24
回
人
間
と
生
物
圏
国
際

調
整
理
事
会
」
で
の
審
議
の
結

果
、
登
録
が
決
定
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
（
正

式
名
称
は
生
物
圏
保
存
地
域
）

は
、
１
９
７
６
年
に
生
物
多
様

性
の
保
全
、持
続
可
能
な
開
発
、

学
術
研
究
支
援
を
目
的
と
し
て

ユ
ネ
ス
コ
が
開
始
し
た
制
度
。

自
然
と
人
間
社
会
の
共
生
を
目

的
と
し
て
い
る
の
で
、
世
界
遺

産
（
原
則
は
手
つ
か
ず
の
自
然

を
守
る
こ
と
）
と
は
異
な
る
。

　
「
綾
地
域
」
は
日
本
最
大
級

の
照
葉
樹
自
然
林
が
残
さ
れ
て

い
る
場
所
。
九
州
南
東
部
で
宮

崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
。
樹
木
の
多
く
は
日
本
固
有

種
で
、
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
に

は
ブ
ナ
が
優
占
す
る
自
然
林
も

あ
る
。
ま
た
有
機
農
業
の
推
進

な
ど
自
然
と
人
間
の
共
存
に
配

慮
し
た
地
域
振
興
策
に
も
取
り

　

日
本
テ
ク
ノ
が
持
つ
特
許
の
中
で
、

２
０
１
２
年
４
月
に
取
得
し
た
第
４
９

６
２
８
１
３
号「
ア
ラ
ー
ム
出
力
装
置
、

ア
ラ
ー
ム
出
力
方
法
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
特
許
は
難
し
い
言
葉
を
使
う
の

で
、
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
こ
と
が

多
い
が
、
こ
れ
は
小
社
で
「
48
コ
マ
」

と
呼
ば
れ
１
日
を
30
分
区
切
り
（
48
コ

マ
）
で
管
理
し
て
い
く
機
能
だ
。

　

こ
の
特
許
の
考
え
方
を
発
案
す
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
省
エ
ネ
活
動

に
お
け
る
盲
点
を
み
つ
け
た
こ
と
だ
っ

た
。
ピ
ー
ク
で
あ
る
デ
マ
ン
ド
値
は
し

っ
か
り
抑
え
て
契
約
電
力
は
削
減
で
き

て
い
る
の
に
、
電
気
の
総
使
用
量
が
削

減
で
き
な
い
場
合
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
。
こ
れ
で
は
本
来
の
意
味
で
の
省
エ

組
ん
で
い
る
。
今
回
登
録
さ
れ

た
総
面
積
１
万
４
５
８
０
㌶
の

地
域
は
「
綾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
ユ

ネ
ス
コ
か
ら
評
価
を
受
け
た
こ

と
で
、
世
界
的
な
知
名
度
が
高

ま
り
、
自
然
と
人
間
が
共
生
し

て
い
く
地
域
活
動
の
さ
ら
な
る

推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

現
地
は
、
綾
町
、
小
林
市
、

西
都
市
、
国
富
町
、
西
米
良
村

に
ま
た
が
り
、
宮
崎
空
港
か
ら

バ
ス
で
約
90
分
の
場
所
。

日
本
で
は
１
９
８
０
年
に
「
屋

久
島
」「
大
台
ヶ
原
・
大
峰
山
」

「
白
山
」「
志
賀
高
原
」
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
「
綾
地

域
」
は
５
カ
所
目
。

乗
り
切
ろ
う
」
な
ど
の
環
境
目
標

を
掲
げ
、
目
標
達
成
の
た
め
の
具

体
的
な
行
動
や
対
策
を
広
報
紙
で

全
校
に
発
信
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
委
員
会
活
動
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
が
「
高
校
生
環
境
サ
ミ
ッ

ト
」だ
。
同
校
が
主
催
者
と
な
り
、

年
に
１
回
、
高
校
生
を
は
じ
め
、

大
学
生
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な

ど
を
招
い
て
開
催
。
９
回
目
を
迎

え
る
今
回
は
祝
日
の
11
月
23
日
に

開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

生
徒
た
ち
が
毎
回
頭
を
悩
ま
せ

る
の
が
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
決

め
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
震
災
以
降

の
不
安
定
な
電
力
需
給
の
現
状
を

受
け
て
「
電
気
は
足
り
て
い
る
の

か
。
足
り
て
い
く
の
か
」
に
決
ま

っ
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
こ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
集
ま
る
。
さ
ら
に

当
日
は
司
会
・
進
行
も
生
徒
が
主

導
。
ホ
ー
ル
の
管
理
や
来
場
者
へ

の
あ
い
さ
つ
な
ど
、
日
ご
ろ
の
授

業
で
は
味
わ
う
こ
と
の
な
い
緊
張

感
と
責
任
感
に
つ
つ
ま
れ
た
一
日

と
な
る
。

　

ま
た
サ
ミ
ッ
ト
の
準
備
に
あ
た

っ
て
は
、
毎
年
、
前
年
ま
で
の
反

省
を
も
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
が

な
さ
れ
て
い
く
。
例
え
ば
、
前
回

は
告
知
ポ
ス
タ
ー
に
多
く
の
情
報

を
掲
載
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

制
作
が
遅
れ
、
十
分
な
告
知
期
間

を
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、

今
年
は
ポ
ス
タ
ー
を
２
段
階
に
分

け
て
制
作
。
夏
前
に
参
加
を
呼
び

か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し
た
う

え
で
、
開
催
直
前
に
詳
細
を
し
っ

か
り
と
盛
り
込
ん
だ
ポ
ス
タ
ー
に

改
定
す
る
。

　

顧
問
の
吉
岡
さ
ん
は
毎
年
サ
ミ

ッ
ト
終
了
後
に
は
生
徒
た
ち
の
顔

つ
き
が
た
く
ま
し
く
変
化
す
る
と

話
す
。
さ
ら
に
「
最
初
は
学
校
の

決
ま
り
事
と
し
て
義
務
感
か
ら
委

員
会
に
入
る
生
徒
も
い
ま
す
。
し

か
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
活
動
を
通
じ
て

少
し
ず
つ
環
境
に
興
味
を
持
ち
、

成
長
し
て
い
く
生
徒
の
姿
を
見
る

と
、
委
員
会
活
動
な
ら
で
は
の
意

義
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
」と
話
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
い
う
言
葉
す
ら
知
ら

な
か
っ
た
生
徒
た
ち
が
、
活
動
を

通
し
て
環
境
問
題
な
ど
に
興
味
を

持
ち
、
進
路
を
決
め
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。
学
校
は
そ
う
し
た
経

験
を
一
つ
で
も
多
く
積
み
重
ね
る

場
所
。
多
感
な
高
校
生
の
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

興
味
の
範
囲
や
価
値
観
を
超
え
た

経
験
が
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

く
る
。

イベント運営の緊張感を乗り越え大きく成長

「高校生環境サミット」を主催

【
第
七
回
】
　東
京
都
立
つ
ば
さ
総
合
高
等
学
校

シリーズ

　

東
京
都
大
田
区
の
東
京
都
立
つ
ば

さ
総
合
高
等
学
校
は
２
０
０
２
年
に

開
校
し
た
総
合
学
科
高
校
。
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
興
味
、
関
心
、
進
路
に

基
づ
い
た
選
択
科
目
か
ら
「
自
分
だ

け
の
時
間
割
」
を
つ
く
り
学
習
し
て

い
く
。
環
境
教
育
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｓ

Ｏ
委
員
会
を
設
立
し
、
都
立
高
校
で

初
と
な
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取

得
す
る
な
ど
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
同
校
の
取
り
組
み
を
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
委
員
会
顧
問
教
諭
の
吉
岡
大
介

さ
ん
に
伺
っ
た
。

宮崎県・綾地域
ユネスコエコパークに登録

世
界
の
生
物
圏
保
護
地
域
へ

宮
島
（
広
島
県
）、
荒
尾
干

潟
（
熊
本
県
）、
与
那
覇
湾

　

日
本
は
こ
れ
ま
で
北
海
道

の
釧
路
湿
原
な
ど
37
カ
所
を

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

と
し
て
い
た
が
、
今
回
新
た

に
９
カ
所
の
登
録
が
認
定
さ

れ
、
合
計
46
カ
所
、
13
万
７

９
６
８
㌶
と
な
っ
た
。

　

新
規
の
登
録
湿
地
は
、
大

沼
（
北
海
道
）、
渡
良
瀬
遊

水
地
（
茨
城
県
、
栃
木
県
、

群
馬
県
、
埼
玉
県
）、
立
山

弥
陀
ヶ
原
・
大
日
平
（
富
山

県
）、
中
池
見
湿
地
（
福
井

県
）、
東
海
丘
陵
湧
水
湿
地

群
（
愛
知
県
）、
円
山
川
下

流
域
・
周
辺
水
田（
兵
庫
県
）、

９
湿
地
を
新
規
登
録

　

２
０
１
２
年
７
月
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
第
11
回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
11
）
が
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ブ
カ
レ
ス
ト
で
開

催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
日
本
の
新
た
な
登
録
湿
地
の
認
定

証
授
与
式
と
「
ラ
ム
サ
ー
ル
賞
」
授
賞
式
も
行
わ
れ
た
。

新たに登録されたラムサール条約登録湿地

（
沖
縄
県
）。
登
録
認
定
証
の

授
与
式
に
は
該
当
地
区
の
市

長
ら
が
出
席
し
た
。

　

ま
た
、
湿
地
の
保
全
活
動

な
ど
に
貢
献
し
た
個
人
や
団

体
を
た
た
え
る
「
ラ
ム
サ
ー

ル
賞
」の
授
与
式
も
行
わ
れ
、

北
海
道
環
境
財
団
理
事
長
の

辻
井
達
一
さ
ん
が
科
学
部
門

で
同
賞
を
受
賞
し
た
。
日
本

人
で
は
２
人
目
の
受
賞
者
と

な
っ
た
。
釧
路
湿
原
な
ど
の

自
然
再
生
活
動
に
お
け
る
長

年
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
受
賞

に
つ
な
が
っ
た
。

日
本
人
２
人
目
「
ラ
ム
サ
ー
ル
賞
」も

　これまで環境分野に関連する一般
向け書籍を紹介してきたが、今回は
ジャンルを変えて子ども向けの絵
本を紹介しよう。読書の秋、子ども
に読み聞かせてあげるには最適の１
冊。自然の大切さと、もろさを改め
て認識させてくれる。実は読み聞か
せる側の大人にこそ、心にとどめて
もらいたい内容だ。

　

１
９
４
３
年
、
最
も
優
れ
た

ア
メ
リ
カ
の
絵
本
に
贈
ら
れ
る

コ
ー
ル
デ
コ
ッ
ト
賞
を
受
賞
し

た
作
品
。
ア
メ
リ
カ
絵
本
の
古

典
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
日
本

で
も
長
く
読
み
継
が
れ
て
お

り
、
子
ど
も
や
孫
の
い
る
世
代

で
も
、
自
分
の
幼
い
こ
ろ
に
触

れ
た
１
冊
と
し
て
記
憶
す
る
人

が
少
な
く
な
い
。

　

ず
っ
と
昔
、
静
か
な
自
然
あ

ふ
れ
る
場
所
に
建
て
ら
れ
た

「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」。
ゆ
っ
く

り
と
流
れ
る
時
間
の
中
で
感
じ

ら
れ
る
日
々
の
移
ろ
い
、
四
季

の
移
ろ
い
、
子
ど
も
た
ち
や
植

物
が
成
長
し
て
い
く
様
子
│
│

そ
う
し
た
景
色
を
、
し
っ
か
り

と
丈
夫
に
つ
く
ら
れ
た
「
お
う

ち
」
は
長
い
間
じ
っ
と
見
つ
め

て
い
た
。
や
が
て
時
代
は
変
わ

り
、
そ
の
周
囲
は
、
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
く
。
舗
装
さ
れ
た

道
路
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
自

動
車
が
走
り
、
ビ
ル
が
建
ち
、

鉄
道
の
高
架
線
路
や
地
下
鉄
も

で
き
る
。
人
は
そ
の
中
を
忙
し

そ
う
に
走
り
、
誰
も
「
お
う

ち
」
を
気
に
掛
け
な
く
な
っ
て

い
く
。
そ
ん
な
あ
る
日
│
│
。

　

主
人
公
の
小
さ
な
家
が
穏
や

か
で
心
豊
か
に
い
ら
れ
る
場
所

は
、
利
便
性
を
追
求
し
た
都
会

で
は
な
く
、
自
然
あ
ふ
れ
る
、

い
な
か
風
景
の
中
だ
っ
た
。
世

界
的
に
も
都
市
部
へ
の
人
口
集

中
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
昨

今
。「
お
う
ち
」
の
気
持
ち
を
、

も
う
一
度
、
深
く
読
み
取
っ
て

み
た
い
。

ちいさいおうち
バージニア・リー・バートン 文・絵／石井桃子 訳

豊
か
に
暮
ら
せ
る
場
所

本
当
は
ど
こ
に
あ
る
？

（岩波書店　640円＋税）
Virginia Lee Burton（1909-1968）
絵本作家、画家、デザイナー。ア
メリカ・マサチューセッツ州に生
まれ、カリフォルニア美術学校で
絵画を学ぶ。『いたずらきかんし
ゃ・ちゅうちゅう』『せいめいのれ
きし』など多数の作品を残す。

東
京
都
立
つ
ば
さ
総
合
高
等
学
校
。

円
内
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
委
員
会
顧
問
教
諭
の

吉
岡
大
介
さ
ん
。

環境目標の指針となる広報紙「USO800」（うそはっぴゃく）。
この名前には、環境の問題についてはさまざまな情報が飛
び交い、何が正しいのか実は誰にも正解はわからないけれど、
「今考えられる最善のことを伝えていこう」という意味が込め
られている。

　

つ
ば
さ
総
合
高
等
学
校
Ｉ
Ｓ
Ｏ

委
員
会
で
は
、
毎
月
「
つ
ば
さ
環

境
の
日
」
を
設
け
て
、
学
校
全
体

で
環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。「
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
こ

よ
う
」「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
で
冬
を

第11回締約国会議

▼
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

　

正
式
名
称
は
「
特
に
水
鳥

の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に

重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条

約
」。
１
９
７
１
年
に
イ
ラ

ン
の
ラ
ム
サ
ー
ル
で
条
約
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の

名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
発

効
は
１
９
７
５
年
。

　

正
式
名
称
の
通
り
国
際
的

に
重
要
な
湿
地
や
そ
こ
に
生

息
す
る
動
植
物
の
保
全
を
目

的
と
す
る
国
際
条
約
。
２
０

１
２
年
７
月
現
在
、
１
６
２

の
締
約
国
が
あ
り
、
登
録
湿

地
数
は
２
０
４
０
カ
所
。

　

日
本
は
１
９
８
０
年
に
締

約
国
に
な
っ
て
い
る
。

登録湿地 所在地 面積（ha）
大沼 北海道亀田郡七飯町 1,236

渡良瀬遊水地

茨城県古河市、栃
木県栃木市・小山
市・下都賀郡野木町、
群馬県邑楽郡板倉
町、埼玉県加須市

2,861

立山弥陀ヶ原・
大日平

富山県中新川郡立
山町 574

中池見湿地 福井県敦賀市 87
東海丘陵湧水
湿地群 愛知県豊田市 23

円山川下流域・ 
周辺水田 兵庫県豊岡市 560

宮島 広島県廿日市市 142
荒尾干潟 熊本県荒尾市 754
与那覇湾 沖縄県宮古島市 704

http://econews.jp/newspaper/thinking/index.html
http://econews.jp/newspaper/education/index.html
http://econews.jp/newspaper/knowledge/index.html
http://econews.jp/newspaper/books/index.html


（ 3 ） 環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 秋季　【季刊】

　

馬
本　

河
村
さ
ん
と
親
し
く
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
当
社
が
協
賛
し
て
い
る
芸
能
人
ゴ

ル
フ
大
会
（
叙
々
苑
カ
ッ
プ
：
株
式
会
社 

叙
々
苑

主
催
）
で
同
じ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
ね
。

　

河
村　

は
い
。
馬
本
さ
ん
は
、
と
て
も
紳
士
な
方

だ
と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
し
た
。
お
話
を
し
て
い

く
と
年
齢
も
近
く
、
出
身
地
も
同
じ
神
奈
川
県
だ
と

わ
か
り
、
し
か
も
僕
の
実
家
が
電
気
屋
さ
ん
だ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
親
近
感
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
れ
と

も
う
一
つ
興
味
を
引
い
た
の
は
省
エ
ネ
に
取
り
組
む

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
さ
れ
て
い
る
点
。
僕
た
ち
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
ラ
イ
ブ
を
す
る
と
き
、
音
響
設
備
や

照
明
な
ど
た
く
さ
ん
の
電
気
を
使
い
ま
す
。
そ
ん
な

環
境
負
荷
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
、

ふ
だ
ん
か
ら
考
え
て
い
た
ん
で
す
。

　

馬
本　

私
の
河
村
さ
ん
の
第
一
印
象
は
〝
ロ
マ
ン

チ
ス
ト
〞
で
す
。
ゴ
ル
フ
場
の
伸
び
た
芝
生
を
見
て

「
大
地
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
吸
収
し
て

い
る
ん
で
す
ね
」な
ど
と
自
然
に
言
葉
が
出
て
く
る
。

身
の
ま
わ
り
の
も
の
を
、
す
べ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受

け
取
れ
る
す
ご
い
人
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

河
村　

僕
も
馬
本
さ
ん
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
だ

と
感
じ
ま
し
た
よ
。

　

馬
本　

似
た
も
の
同
士
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
と
こ
ろ
で
、
河
村
さ
ん
は
環
境
問
題
に
対
し
て

強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
い

つ
ぐ
ら
い
か
ら
、
そ
う
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
か
。

　

謙
虚
な
心
が
膨
ら
ん
で
い
く

　

河
村　

20
歳
代
の
前
半
か
ら
で
す
ね
。
そ
の
前
ま

で
は
反
抗
心
が
強
か
っ
た
と
い
う
か
、
子
ど
も
だ
っ

た
と
い
う
か
、「
こ
の
世
界
は
自
分
の
ル
ー
ル
で
動

か
せ
ば
い
い
」
み
た
い
に
考
え
て
、
環
境
の
こ
と
は

見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。
な
か
な
か
世
間
に
認
め
ら

れ
ず
報
わ
れ
な
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
と
感
じ
て

い
た
時
代
で
す
。

　

そ
れ
が
20
歳
代
前
半
に
曲
も
売
れ
出
し
、
武
道
館

で
ラ
イ
ブ
を
で
き
る
ほ
ど
の
立
場
に
な
れ
た
。
す
る

と
、
子
ど
も
み
た
い
な
考
え
方
を
し
て
い
た
自
分
あ

て
に
「
あ
な
た
の
曲
で
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
」
と

い
う
内
容
の
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
が
ど
ん
ど
ん
届
く
よ
う

に
な
る
。世
間
か
ら
の
注
目
度
が
急
速
に
上
が
っ
て
、

僕
の
や
っ
て
い
る
こ
と
で
何
が
起
き
て
い
る
ん
だ
ろ

う
と
驚
愕
し
て
し
ま
う
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
、
気
づ
い
た
ん
で
す
。
僕
は
こ
ん
な
に
も

優
し
く
温
か
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
い
つ

ま
で
も
子
ど
も
の
考
え
で
い
い
の
か
っ
て
│
│
。
そ

れ
か
ら
で
す
ね
、自
分
は
社
会
の
一
員
だ
と
自
覚
し
、

人
間
と
自
然
の
関
係
な
ど
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
。

　

馬
本　

売
れ
て
天
狗
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
逆

に
謙
虚
に
な
っ
て
い
っ
た
│
│
。
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
う
ち
の
会

社
が
た
ど
っ
て
き
た
道
に
も
通
じ
る
部
分
が
あ
り
ま

す
ね
。
私
が
１
９
９
５
年
に
会
社
を
設
立
し
た
こ
ろ

は
、
ま
わ
り
を
打
ち
負
か
し
て
で
も
、
が
む
し
ゃ
ら

に
成
功
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
会
社
の
規
模

が
大
き
く
な
っ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
、
周
囲
と
の

協
力
こ
そ
が
大
切
だ
と
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た

ん
で
す
。

　

河
村　

ゴ
ル
フ
大
会
の
と
き
に
も
同
じ
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
し
た
ね
。
電
力
市
場
で
は
新
規
参
入
者
だ

け
れ
ど
、
既
存
の
事
業
者
と
ケ
ン
カ
を
し
て
も
仕
方

な
い
。
一
緒
に
が
ん
ば
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
馬
本
さ
ん
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

ノ
ー
マ
イ
ク
ノ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー

　

馬
本　

ラ
イ
ブ
で
省
エ
ネ
を
で
き
な
い
か
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
あ
る
ん
で
す
か
。

　

河
村　

ノ
ー
マ
イ
ク
ノ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
で
や
る
オ

ペ
ラ
形
式
の
ラ
イ
ブ
で
す
ね
。
そ
こ
で
は
照
明
も
で

き
る
だ
け
減
ら
し
ま
す
。
最
大
２
０
０
０
名
ほ
ど
の

会
場
で
、
す
べ
て
自
分
の
声
だ
け
を
使
っ
て
客
席
の

一
番
後
ろ
ま
で
響
か
せ
る
。
普
通
の
ラ
イ
ブ
に
比
べ

れ
ば
環
境
負
荷
は
格
段
に
低
い
で
し
ょ
う
ね
。

　

馬
本　

こ
の
前
、
私
が
観
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ラ
イ

ブ
で
も
、
マ
イ
ク
を
外
し
て
１
曲
披
露
し
て
く
れ
ま

し
た
ね
。
後
ろ
の
ほ
う
の
席
で
し
た
け
れ
ど
歌
声
は

完
璧
に
届
い
て
い
ま
し
た
。
あ
の
声
量
は
す
ご
か
っ

た
。
全
曲
あ
れ
で
や
る
ラ
イ
ブ
で
す
か
。

　

河
村　

年
に
何
度
か
や
っ
て
き
ま
し
た
よ
。
そ
こ

で
の
収
益
金
は
一
部
を
植
樹
活
動
に
も
充
て
て
、
林

業
へ
の
支
援
も
実
施
す
る
ん
で
す
。

　

馬
本　

頭
が
下
が
り
ま
す
。
先
日
、
当
社
の
決
起

大
会
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
、
社
員
に
「
日
本
を

変
え
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
あ
の
言
葉
は
河
村
さ
ん
の
心
か
ら
の
願
い
で
あ

っ
た
と
、
今
、
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ

　

馬
本　

私
は
小
学
生
２
人
の
親
で
、
河
村
さ
ん
に

は
３
歳
の
お
子
さ
ん
が
い
る
。
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る
責
任
感
が
、
環
境
問
題
に
関
心
を
抱
く

一
因
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
ね
。

　

河
村　

と
い
っ
て
も
今
は
、
社
会
が
次
の
世
代
に

示
し
て
お
く
べ
き
未
来
の
姿
を
提
示
し
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
文
明
が
生
み
出
し
た
も
の
を
す
べ

て
排
除
し
て
自
然
回
帰
す
る
よ
う
な
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

が
絶
対
的
に
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
例

え
ば
電
力
は
き
ち
ん
と
安
定
供
給
さ
れ
な
が
ら
も
、

安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
世
界
の
シ
ナ
リ
オ
を
具

体
的
に
示
す
。
現
在
は
無
理
で
も
将
来
の
あ
る
べ
き

姿
を
見
せ
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
活

躍
す
る
分
野
を
明
確
に
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

馬
本　

そ
う
で
す
ね
。
加
え
て
教
育
も
重
要
で
し

ょ
う
ね
。
子
ど
も
た
ち
自
身
が
体
験
で
き
る
よ
う
な

教
育
。
世
界
の
未
来
図
を
見
た
と
き
、
身
体
で
覚
え

た
知
恵
に
よ
っ
て
、
自
分
が
役
立
つ
分
野
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
。
そ
う
考
え
る
と
、
今
後
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
河
村
さ
ん

自
身
は
、
今
後
の
活
動
で
、
ど
ん
な
未
来
図
を
描
か

れ
て
い
ま
す
か
。

　

河
村　

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
す
ね
。
海
外
で
は
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
の
分
野
で
ク

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
い
わ
れ
る
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
そ
こ
に
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
僕
も
、
も

っ
と
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

馬
本　

世
界
で
す
か
。
う
ち
は
今
の
と
こ
ろ
日
本

国
内
で
省
エ
ネ
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
電

気
を
つ
く
る
方
面
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
環

境
に
配
慮
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
に
も
ど
ん

ど
ん
進
出
し
て
い
き
ま
す
よ
。

　

河
村　

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
日
本
を
変
え
て

く
だ
さ
い
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

馬
本　

こ
ち
ら
こ
そ
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

自
然
と
人
間
の
関
係
を
考
え
る
││

次
世
代
に
示
す
べ
き
世
界
の
未
来
図

「環境市場新聞」創刊30号を記念して、
環境問題に強い関心を持つ
アーティスト・河村隆一さんと、
小紙発行元である日本テクノの
馬本英一社長との対談を開催した。
マイクやスピーカー、アンプなど
電気で稼働する機材の使用を極力減らした
オペラ形式のライブも行う河村さん。
ビジネスとして、ユーザーとともに
電気の省エネに挑戦し続ける馬本社長。
２人は、ともに40歳代の同世代。
子を持つ親として、社会に生きる人として、
環境問題にどのように取り組んでいけばよいのか、
心からの言葉をぶつけ合った。 R Y U I C H I  K A W A M U R A 　 　 　 　 U M A M O T O  E I I C H I

馬本英一
河村隆一さ

ん

社
長

創刊30号記念 特別対談

かわむら りゅういち

1970年 神奈川県出身。LUNA SEA
のヴォーカルとして活躍。1997年に
ソロデビュー。アルバム『Love』の
セールスは300万枚を超えた。すぐ
れた歌唱力を持つミュージシャンだけ
でなく、小説家、俳優、音楽プロデュ
ーサーなど活動のフィールドは多彩。
2012 年 8月には、名曲を集めたカ
バーアルバムの『The Voice ２』を
リリース。

河村隆一さん

日本テクノ　馬本英一 社長



（ 4 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 秋季　【季刊】

Techno View日 本 テ クノ 社 内 情 報

　

春
夏
秋
冬
の
季
刊
発
行
を
30

回
、
足
か
け
８
年
の
歳
月
。
本

紙
「
環
境
市
場
新
聞
」
は
、
環

境
問
題
や
省
エ
ネ
対
策
、
電
力

市
場
、
そ
し
て
日
本
テ
ク
ノ
の

ビ
ジ
ネ
ス
動
向
と
い
っ
た
情
報

を
伝
え
続
け
て
き
た
。

　

振
り
返
れ
ば
創
刊
時
の
２
０

０
５
年
は
、
高
圧
受
電
の
需
要

家
を
対
象
に
電
力
の
小
売
り
自

由
化
が
ス
タ
ー
ト
し
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
の
国
際
的
な
約
束

で
あ
る
京
都
議
定
書
が
発
効
し

た
年
。
そ
の
後
、
世
界
的
な
金

融
不
安
や
東
日
本
大
震
災
、
原

発
事
故
に
伴
う
電
力
不
足
の
問

題
な
ど
、
大
き
な
衝
撃
が
何
度

と
な
く
社
会
を
襲
っ
た
。だ
が
、

そ
う
し
た
逆
風
の
中
で
も
、
本

紙
は
自
ら
定
め
た
季
刊
発
行
の

ペ
ー
ス
を
崩
す
こ
と
な
く
情
報

を
伝
え
続
け
て
い
る
。
読
者
の

温
か
な
声
が
支
え
と
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
。

ユ
ー
ザ
ー
視
察

自
社
発
行
媒
体

　

本
紙
「
環
境
市
場
新
聞
」
が
今
号
で
30
回
目
の
発
行
を
迎
え
た
。
創
刊
は
２
０
０
５
年
７
月
。

以
来
、
年
４
回
の
季
刊
発
行
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
い
る
。
日
本
テ
ク
ノ
創
業
10
年
の

節
目
に
創
刊
し
た
本
紙
は
、
発
行
母
体
の
成
長
と
と
も
に
歩
み
続
け
て
い
る
。

　

視
察
団
は
５
名
（
経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁 

省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部 

省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
・
茂
木
正
課
長

ら
）。
省
エ
ネ
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
３
社
（
玉
川
食
品 

株

式
会
社
、
医
療
法
人
社
団
健
育
会 

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
け
や
き
、
か
っ
ぱ

寿
司 

練
馬
店
）
を
順
次
視
察
し

て
い
っ
た
。
ユ
ー
ザ
ー
が
実
践
し

て
い
る
「
人
の
手
」
に
よ
る
運
用

改
善
、現
場
で
の
「
意
識
の
変
革
」

が
も
た
ら
す
波
及
効
果
な
ど
、
日

本
テ
ク
ノ
が
日
ご
ろ
か
ら
伝
え

て
い
る
省
エ
ネ
活
動
の
本
質
と

そ
の
成
果
を
、
行
政
側
の
視
点
か

ら
記
録
し
て
い
っ
た
。

　

玉
川
食
品
で
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
と

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
で
社

内
の
省
エ
ネ
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
室
外
機
対
策
な
ど
に
も
取
り

組
む
様
子
を
確
認
。
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
け
や
き
で
は
リ
ハ
ビ
リ
室
に

設
置
し
た
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ｋ
が
ス
タ
ッ
フ
に
電
気
の
使

い
す
ぎ
を
知
ら
せ
、
活
動
に
取
り

掛
か
る
姿
を
観
察
。
か
っ
ぱ
寿
司 

練
馬
店
で
は
日
本
テ
ク
ノ
の
省

エ
ネ
運
用
改
善
ツ
ー
ル
Ｄ
Ｏ
│
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
、
Ｄ
Ｏ
│
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
な

ど
を
活
用
し
そ
れ
を
各
店
舗
で

水
平
展
開
す
る
取
り
組
み
を
傾

聴
し
て
い
た
。

　

視
察
団
の
茂
木
課
長
は
３
社

の
訪
問
を
終
え
て
「
ど
の
企
業
に

も
本
当
に
手
間
を
掛
け
て
い
る

の
で
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
本
来
あ

る
べ
き
企
業
の
省
エ
ネ
活
動
を

視
察
で
き
た
気
が
し
ま
す
」
と
話

し
、
日
本
テ
ク
ノ
へ
の
感
謝
と
励

ま
し
の
言
葉
も
つ
け
加
え
た
。

　

２
０
１
２
年
６
月
26
日
お
よ
び
７
月
12
日
の
２
日
間
、
経
済
産
業
省
の
省
エ
ネ
対
策
担
当
で
構

成
さ
れ
た
視
察
団
が
日
本
テ
ク
ノ
の
ユ
ー
ザ
ー
３
件
を
訪
問
し
た
。
成
果
を
あ
げ
て
い
る
中
小
企

業
の
省
エ
ネ
活
動
に
対
し
、
そ
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
視
察
だ
。

経済産業省視察団 日本テクノユーザーを訪問

8面「環境問題常識テスト」の答え ◎Q1:a／Q2：b／Q3：d

足かけ８年 季刊発行を継続

「
環
境
市
場
新
聞
」創
刊
か
ら
30
号
に

株式会社イクリプス代表取締役
社長。大賞受賞作12本に添
える水彩画の制作を担当する。
http://www.eclipse-jp.com/

「エコ・環境」をテーマにご意見を募集！
2013 年エコカレンダー差しあげます

〒163-0651　東京都新宿区西新宿1-25-1　新宿センタービル51階
日本テクノ株式会社「エコカレンダーキャッチコピー募集キャンペーン」TEL.0120-308-498
●日本テクノ株式会社の個人情報保護方針　http://www.n-techno.co.jp/privacy.htmlをご参照ください

詳細はサイトへ▶▶エコカレンダーキャッチコピー募集キャンペーン

www.n-techno.co.jpお問い合わせ
ご意見は
こちらまで

2559名!!応
募
者
コ
ピ
ー

　日本テクノのエコカレンダーキャッチコピー募集キャンペー
ンにご協力いただきありがとうございました！　たくさん寄せら
れたキャッチコピーの中から次の 12 本を、2013 年のエコカ
レンダーに採用させていただきます。
　ただ今、日野水穂先生がコピーにぴったりのイラストを鋭意
作成中です。どんな仕上がりになるか、楽しみにお待ちくださ
い。完成したエコカレンダーは応募者全員に贈呈。採用者に
は記念品もお贈りいたします。
　なお、栃木県下野市立石橋北小学校、江東区立深川第四中
学校からの団体応募もいただきました。ご協力ありがとうござ
いました。

たくさんのご応募
ありがとうござい
ました !!

　近年、さまざまな災害が各
地を襲い、郷土の景色を一
変させました。美しいばかり
の自然をこんなにも畏れたこ
とはありません。人類の驕り
のようなものを知った多くの
人たちが、持続可能な社会シ

ステムとはどういうものなのか、考えながら行動す
るフェーズに入っています。今回の応募作品も、や
はり四季の自然にちなんだものが多数寄せられてい
ました。ここにご応募くださった方々は、“自然に生
かされている”ことをよく知っていらっしゃる方々な
のだなぁと感じ入りました。

月 キャッチコピー ペンネーム 年齢 住所

大
賞
12
本

1 椿の花　雪の中より　顔を出し よしお さん 70 代 大分県
2 ふくじゅ草　雪解け追って　花開く 山形赤筆 さん 70 代 山形県
3 チューリップ　胸いっぱいに　春を吸う オウンゴール さん 50 代 大阪府
4 猫の伸び　春の日差しを　浴びながら おばこ さん 60 代 京都府
5 虫も魚も　生きものみんな　たいせつな　ぼくのともだち よしのぶ さん 10 代 栃木県
6 雨の音　耳を澄ませばオーケストラ ふーみふふん さん 30 代 京都府
7 朝顔のつる　どこまでのびる？　よーいドン かすてら大王 さん 40 代 東京都
8 夏の夜　空に大きな　花が咲く 3児の父 さん 不明 東京都
9 どこまでも　どこまでも　ついてくる月 あゆあゆ さん 40 代 大阪府
10 山々は　色とりどりに　ドレスアップが始まるね えつこ さん 60 代 三重県
11 赤ちゃんの　かわいい掌　もみじ色 かな さん 30 代 岡山県
12 雪かき集め　作る小さな　雪だるま 大空 さん 40 代 広島県

社長賞 真っ赤にね　染まる山は　地球のほっぺ なか さん 30 代 京都市
DNP賞 クーラーなんか要らない！　宿題あれば　それだけでヒヤヒヤ あさこ さん 10 代 東京都
環境市場新聞賞 蛍さん　教えてください　省エネを 正男 さん 80 代 千葉県

日野 水穂 先生

総評
受賞者
発表

エコカレンダー キャッチコピー募集キャンペーン

2013

6453本!!

2005年夏季に発行された創刊号。当初は全４面の構成
で、第２号で全６面に、現在の８面構成になったのは、
第３号から。創刊号では、電力自由化の進展や地球温暖
化問題の深刻化など「環境市場新聞」発刊に至る背景を
紹介。そのほか、馬本英一社長の寄稿文や電力市場の動向、
京都議定書関連の記事などが掲載されていた。

２００５年 ７月 創刊（４面構成）現８面掲載の「企業教育とは」は創
刊号から掲載

10月 第２号発行（６面構成）
２００６年 １月 第３号発行 この号から現在の８面構成がスタート

４月 第４号発行
７月 第５号発行 「ドキュメント テクノビジネス」連載開始
10月 第６号発行 「環境知識」の前身「環境問題の基礎知識」

連載開始
２００７年 １月 第７号発行

４月 第８号発行
７月 第９号発行 日本テクノ本社移転記事掲載
10月 第 10号発行 「エコテナントユーザーレポート」連載開始

２００８年 １月 第11号発行 「でんでん・みと情報」連載開始
４月 第12号発行 横山隆一教授 寄稿、「環境問題常識テ

スト」連載開始
７月 第13号発行
10月 第 14号発行 導入事例「Daily Naturally Action」

連載開始

２００９年 １月 第15号発行
４月 第16号発行、環境市場新聞ウェブサイトオープン
７月 第17号発行 「eco revolution」連載開始
10月 第 18号発行 「あなたの会社をプロデュース !!」連載

開始
２０１０年 １月 第19号発行 「エコスポ」連載開始

４月 第20号発行 「おばあちゃんの知恵袋」連載開始
７月 第21号発行 「Techno's Thinking」連載開始
10月 第 22号発行 「省エネの達人『企業編』」放送開始記事

２０１１年 １月 第23号発行
４月 第 24号発行「シリーズ 日本の環境教育」「SG事

業部導入事例」連載開始
７月 第25号発行 「All for JAPAN」連載開始
10月 第 26号発行

２０１２年 １月 第27号発行 「ECO Books」連載開始
４月 第 28号発行 「省エネの達人」に学ぶエコノウハウ 

連載開始
７月 第29号発行

環境市場新聞 これまでの歩み

玉川食品 株式会社医療法人社団健育会 ケアセンターけやきかっぱ寿司 練馬店

新
規
出
店

〒053-0027
北海道苫小牧市王子町3-2-23
朝日生命苫小牧ビル3階
TEL 0144-31-7011
FAX 0144-31-7012

苫小牧営業所

北海道に第２の拠点
　

２
０
１
２
年
７
月
、
日
本
テ
ク
ノ
は

北
海
道
で
２
番
目
の
営
業
拠
点
と
な
る

苫
小
牧
営
業
所
を
出
店
し
た
。

　

北
海
道
に
は
す
で
に
札
幌
営
業
所

（
札
幌
市
中
央
区
）
を
開
設
し
て
い
る

が
、
ユ
ー
ザ
ー
数
の
増
加
に
伴
う
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
、
新
千
歳
空
港
を
挟
む

太
平
洋
側
の
さ
ら
な
る
新
規
ユ
ー
ザ
ー

獲
得
を
目
標
に
第
２
拠
点
の
新
設
を
決

め
た
。

苫小牧営業所のある朝日生命苫小牧ビル

　

苫
小
牧
営
業
所
お
よ
び
札
幌
営
業
所

の
管
轄
支
店
は
「
北
海
道
東
北
支
店
」。

こ
の
支
店
の
管
轄
に
は
ほ
か
に
、盛
岡
、

仙
台
、郡
山
の
３
営
業
所
が
含
ま
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
む
３

営
業
所
の
同
管
轄
に
、
新
た
な
営
業
所

が
新
設
さ
れ
る
こ
と
で
、
他
営
業
所
の

励
み
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

場
所
は
室
蘭
本
線
の
苫
小
牧
駅
前
。

ア
ク
セ
ス
も
良
好
だ
。

展
示
会
情
報

出
展
ラ
ッ
シ
ュ

　2012 年 10 月から 12 月にかけて、日本テ
クノは各地の展示会へ多数の出展を計画して
いる。10 月には 4 つ、11 月に 5 つ、そして
12 月には日本最大級の環境展示会とされる
エコプロダクツにも出展する。いずれの展示
会も日本テクノのサービスを知るうえで絶好
の場となる。ブース内をざっと見回すだけで
も、有用な情報が多数得られるだろう。

日程
展示会名

開催地 場所 主催 講演

10/18～20
山梨テクノ ICTメッセ2012

山梨 アイメッセ山梨Ａ/Bホール 山梨県機械電子工業会
ほか

甲府営業所 所長
田口正人

10/25、26
新潟国際ビジネスメッセ2012

新潟 新潟市産業振興センター 新潟国際ビジネスメッセ
実行委員会 ──

10/30、31
高齢者住宅セミナー

大阪 大阪ＯＭＭ 高齢者住宅新聞社 ──

10/31
～11/2

Smart City Week 2012

神奈川 パシフィコ横浜 日経BP社 日本テクノ常務取締役
岩崎友彦

11/2、3
産業フェア in 善光寺平2012

長野 長野市ビッグハット 産業フェア in 善光寺平
実行委員会 ──

11/7、8
ふくしま復興・再生可能エネルギー産業フェア2012（REIF ふくしま2012）

郡山 ビッグパレットふくしま 福島県 / 福島県産業振
興センター ──

11/7～10
メッセナゴヤ2012

愛知県 ポートメッセなごや
　（名古屋港金城ふ頭） メッセナゴヤ実行委員会 日本テクノ常務取締役

岩崎友彦

11/15
第 13回ビジネスフェア

東京 新宿ＮＳビル　地下１Ｆ 西武信用金庫 ──

11/28、29
関西三都ビジネスフェア2012（合同展示商談会）

大阪 大阪マイドーム 姫路商工会議所 ──

12/13～15
エコプロダクツ2012 in 東京ビッグサイト

東京 東京ビッグサイト 産業環境管理協会 /
日本経済新聞社 未定

　BSジャパン（テレ
ビ東京系 -BS デジタ
ル 7ch）で放映中の
情報番組「省エネの
達人『企業編』」。こ
の番組内で紹介され
た達人の技を２本紹介
しよう。穏やかな気候
の「今だからやってお
きたい社内体制の見直
し」がテーマだ。

番組バックナンバー配信中
http://www.eco-tatsujin.jp/

「
省
エ
ネ
の
達
人
」
に
学
ぶ 

エ
コ
ノ
ウ
ハ
ウ

務
ス
ペ
ー
ス

と
印
刷
・
製

本
機
を
分
け

た
こ
と
で
、

機
械
の
騒
音

が
な
く
な

り
、
業
務
改

善
に
も
役
立

っ
て
い
る
と

い
う
。

　

以
前
は
４
階
と
５
階
の
そ
れ
ぞ

れ
に
机
が
あ
り
、
そ
こ
は
ス
タ
ッ

フ
が
い
る
事
務
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

使
用
し
て
い
た
。
そ
れ
を
省
エ
ネ

活
動
の
一
環
で
見
直
し
た
の
が
、

株
式
会
社 

ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ス
ト
ア
荒
井
。

　

５
階
の
机
は
４
階
フ
ロ
ア
に
移

動
し
て
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
コ

ピ
ー
印
刷
機
や
製
本
機
を
置
い

た
。
業
務
に
必
要
な
音
楽
教
室
の

資
料
や
チ
ラ
シ
な
ど
は
こ
こ
で
つ

く
る
。
こ
れ
で
５
階
は
作
業
時
以

外
、
空
調
・
照
明
を
使
わ
な
く
て

済
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
配
置

換
え
は
、
も
ち
ろ
ん
節
電
に
つ
な

が
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
事

【
第
95
回
】
２
０
１
２
年
４
月
25
日
放
送
分

「株式会社ヤマハミュージックストア荒井」
省エネは、みんなで少しずつ　毎日の積み重ね

節電できる社内レイアウト

は
全
社
員
が

心
掛
け
る
。

活
動
範
囲
が

限
定
さ
れ
た

こ
と
で
業
務

に
支
障
な
く

無
理
の
な
い

取
り
組
み
が

で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

必
要
な
電
気
を
止
め
る
な
ど
業

務
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
エ
コ

活
動
で
は
意
味
が
な
い
。
だ
か
ら

無
理
な
く
省
エ
ネ
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
部
署
ご
と
に
担
当
す
る
分

野
を
決
め
、
分
担
し
て
活
動
す
る

こ
と
で
会
社
全
体
と
し
て
成
果
を

上
げ
る
。
そ
ん
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
が
伸
光
写
真
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社
。

　

各
部
署
か
ら
選
出
し
た
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
環
境
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、そ
こ
で
担
当
分
野
を
決
め
た
。

営
業
部
は
ガ
ソ
リ
ン
と
コ
ピ
ー
用

紙
の
削
減
、
総
務
部
は
水
道
代
の

削
減
、
製
造
部
は
ゴ
ミ
削
減
と
リ

サ
イ
ク
ル
、
そ
し
て
電
気
の
削
減

【
第
97
・
98
回
】
２
０
１
２
年
５
月
９
・
16
日
放
送
分

「伸光写真サービス株式会社」
省エネ活動は、一人ひとりが主人公

役割分担で無理なく省エネ

http://econews.jp/newspaper/
http://www.n-techno.co.jp/news/events/index.html
http://www.eco-tatsujin.jp/
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20120425.html
http://www.eco-tatsujin.jp/past_movie/20120509.html
http://www.n-techno.co.jp/calendar_campaign/
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発電による創エネと「見える化」による省エネの相乗効果

売電の収入でローンと買電＋α

東京・大森 ◎ 伊藤ビル 　

か
つ
て
は
、
多
く
の
町
工
場

が
建
ち
並
ん
で
い
た
街
、
大
森

（
東
京
都
大
田
区
）。
現
在
で
は

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
姿
を
変

え
、
昔
と
は
違
っ
た
た
た
ず
ま

い
に
、
新
し
い
活
気
が
息
づ
い

て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
大
森
駅
か
ら
徒
歩
５
分

の
伊
藤
ビ
ル
も
40
年
ほ
ど
前
ま

で
は
鋳
物
の
木
型
を
つ
く
る
工

場
だ
っ
た
。
現
在
は
、
１
階
と

２
階
に
店
舗
、
３
階
と
４
階
に

オ
フ
ィ
ス
が
入
る
テ
ナ
ン
ト
ビ

ル
。
オ
ー
ナ
ー
・
伊
藤
哲
成
さ

ん
は
、
家
族
で
５
階
と
６
階
を

自
宅
に
し
て
い
る
。

　

エ
コ
テ
ナ
ン
ト
を
導
入
し
た

の
は
２
０
１
２
年
春
。
日
本
テ

ク
ノ
の
保
安
管
理
サ
ー
ビ
ス
と

一
緒
に
採
用
を
決
め
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
新
し
い
会
社
に

切
り
替
え
る
こ
と
へ
の
不
安
は

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
営
業

担
当
の
方
が
と
て
も
真
摯
に
対

応
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
そ

ん
な
不
安
も
解
消
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
」（
同
氏
）

　

伊
藤
さ
ん
に
導
入
を
決
断
さ

せ
た
要
因
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
電
気

ま
わ
り
で
何
か
が
あ
っ
た
と

き
、
直
接
工
事
を
し
て
く
れ
る

よ
う
な
頼
れ
る
業
者
が
い
な
か

っ
た
こ
と
。
そ
の
点
、
日
本
テ

電気まわりの不安が一気に解消
管理の手数料が安くなるという思わぬメリットも

エコテナントユーザーレポート

　

２
０
１
２
年
７
月
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ
る
日
本
テ
ク
ノ
・
ソ
ー
ラ
ー
パ
ワ
ー
ビ
ル
研

修
室
で
、
保
安
管
理
業
務
の
技
術
や
安
全
性
、
作
業
時
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
競
う
「
第
３
回
保
安

部
安
全
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
の
大
会
で
、
参
加
者
は
日
ご
ろ
行
っ
て

い
る
点
検
業
務
の
あ
り
方
を
改
め
て
確
認
し
て
い
く
。

保安部安全大会 ◎ 日本テクノ・ソーラーパワービル研修室

表
す
る
作
業
内
容
の
設
定
が
、

当
日
の
抽
選
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
３
種
類
の
い
ず
れ

に
な
る
か
直
前
に
判
明
す
る
た

め
、
発
表
者
・
審
査
員
そ
れ
ぞ

れ
に
と
っ
て
緊
張
感
の
あ
る
大

会
と
な
っ
た
。
各
発
表
者
は
日

ご
ろ
培
っ
た
技
術
を
発
揮
し
て

落
ち
着
い
て
作
業
に
当
た
っ

た
。大
会
成
績
は
、「
保
安
六
課
」

が
優
勝
、「
保
安
四
課
」
が
準

優
勝
だ
っ
た
。

　

大
会
の
最
後
に
阪
口
勇
保
安

本
部
長
は
「
回
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
作
業
内
容
が
よ
く
な
っ
て

き
た
。
し
か
し
技
術
や
安
全
性

は
ま
だ
ま
だ
向
上
で
き
る
。〝
安

全
が
第
一
〞
と
い
う
初
心
に
か

え
る
の
が
こ
の
大
会
の
意
味
で

あ
っ
て
順
位
は
あ
ま
り
関
係
な

い
。
日
本
テ
ク
ノ
の
保
安
管
理

レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め
に
も
こ

の
審
査
結
果
を
各
課
で
必
ず
水

平
展
開
し
て
ほ
し
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　

作
業
の
安
全
性
の
確
保
は
、

「
事
故
の
要
因
と
な
る
危
険
行

動
お
よ
び
危
険
因
子
を
徹
底
的

に
排
除
す
る
こ
と
で
し
か
達
成

で
き
な
い
」
こ
と
を
、
再
認
識

す
る
貴
重
な
場
と
な
っ
た
。
保

安
部
で
は
こ
の
大
会
を
契
機
と

し
て
、
技
術
・
安
全
性
の
向
上

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
体
制
の

強
化
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

今
回
も
前
年
に
引
き
続
き
、

全
６
課
の
保
安
部
に
加
え
技
術

サ
ー
ビ
ス
部
も
参
加
し
た
計
７

チ
ー
ム
が
安
全
確
保
の
模
範
を

示
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
45
分
の
持

ち
時
間
の
中
で
、
点
検
業
務
の

ほ
か
、
顧
客
へ
の
応
対
や
作
業

準
備
か
ら
後
片
づ
け
ま
で
を
行

い
、
技
術
や
安
全
性
は
も
ち
ろ

ん
、
作
業
時
の
マ
ナ
ー
な
ど
を

競
い
合
っ
た
。

　

審
査
お
よ
び
評
価
は
、
一
般

審
査
員
４
名
に
よ
る
審
査
（
顧

客
視
点
）
と
、
専
門
審
査
員
８

名
に
よ
る
審
査
（
技
術
的
視

点
）
の
２
つ
の
視
点
か
ら
な
さ

れ
る
。
ま
た
、
今
大
会
か
ら
発

安全性、技術、マナーの向上へ
「第３回 保安部安全大会」開催

ドキュメントテクノビジネス

埼玉県北葛飾郡 ◎ 堀川鉄司さん宅

量
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ

と
に
驚
き
の
表
情
を
見
せ
る
。

　

そ
の
発
電
量
。
堀
川
さ
ん
宅

の
南
側
は
大
き
な
水
田
で
、
太

陽
を
遮
る
も
の
は
な
く
、
発
電

効
率
が
高
い
。
仕
事
に
出
て
い

る
平
日
昼
間
の
発
電
量
は
ほ
ぼ

す
べ
て
売
電
。
売
電
額
は
月
平

均
で
約
１
万
８
０
０
０
円
に
な

る
。
電
気
料
金
を
夜
間
に
割
安

な
プ
ラ
ン
に
変
更
し
、
導
入
し

て
い
た
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
も
活

用
。
電
気
の
使
用
を
夜
型
に
す

る
こ
と
で
支
払
う
買
電
額
も
大

幅
削
減
で
き
て
月
平
均
６
０
０

０
円
程
に
な
っ
た
。
売
電
額
か

ら
買
電
額
を
差
し
引
い
た
額
を

月
々
の
ロ
ー
ン
に
充
て
て
も
少

額
な
が
ら
収
入
も
残
る
。
も
ち

ろ
ん
ロ
ー
ン
が
終
わ
れ
ば
大
き

な
収
入
が
見
込
め
る
。

　

発
電
量
や
消
費
電
力
は
モ
ニ

タ
で
確
認
で
き
る
。
今
は
こ
の

電
気
の
「
見
え
る
化
」
に
よ
っ

て
無
理
の
な
い
省
エ
ネ
活
動
を

家
族
で
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
。

　
「
電
気
の
使
い
方
が
変
わ
り

ま
し
た
。
今
で
は
電
気
ポ
ッ
ト

の
使
用
は
や
め
、
洗
濯
機
は
夜

に
回
し
、
コ
ン
セ
ン
ト
も
小
ま

め
に
抜
い
て
い
ま
す
。
エ
ア
コ

ン
の
使
用
頻
度
も
減
り
ま
し

た
。
常
に
電
気
を
使
う
の
は
冷

蔵
庫
と
熱
帯
魚
の
水
槽
く
ら
い

で
す
ね
」
と
堀
川
さ
ん
。

　

太
陽
光
発
電
の
導
入
は
、
発

電
に
よ
る
創
エ
ネ
と
、「
見
え

る
化
」
に
よ
る
省
エ
ネ
行
動
が

相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
。
環
境

配
慮
の
観
点
か
ら
も
経
済
的
な

見
地
か
ら
も
有
用
性
は
高
い
。

　

２
０
１
２
年
２
月
に
日
本
テ

ク
ノ
の
提
案
す
る
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
埼
玉
県

北
葛
飾
郡
在
住
の
堀
川
鉄
司
さ

ん
。
堀
川
さ
ん
は
板
金
工
場
の

経
営
者
。
実
は
、
そ
の
工
場
で

も
日
本
テ
ク
ノ
の
省
エ
ネ
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

　
「
最
初
は
家
電
量
販
店
の
も

の
を
導
入
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
ん
で
す
が
、
日
本
テ
ク
ノ
さ

ん
の
ほ
う
が
良
い
提
案
を
し
て

く
れ
た
」
と
話
す
堀
川
さ
ん
。

家
電
量
販
店
の
製
品
は
、
価
格

の
安
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
販
売
の
海

外
メ
ー
カ
ー
製
で
容
量
も
発
電

効
率
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
日
本
テ
ク
ノ
の
提

案
は
、
容
量
の
大
き
い
東
芝
製

４
・
32
㌔
㍗
。
発
電
量
や
売
電

額
も
大
き
く
な
り
、
導
入
時
期

に
埼
玉
県
で
募
集
し
て
い
た
補

助
金
を
受
け
る
条
件
も
満
た
さ

れ
る
。
補
助
金
は
応
募
者
多
数

で
抽
選
だ
っ
た
が
、
幸
運
な
堀

川
さ
ん
は
見
事
当
選
し
た
。

　

パ
ネ
ル
の
選
定
、
補
助
金
調

査
、
申
請
・
手
続
き
、
設
置
工

事
ま
で
、
迅
速
で
正
確
な
日
本

テ
ク
ノ
の
対
応
に
も
満
足
し
て

い
る
様
子
。
特
に
見
積
も
り
時

に
作
成
す
る
発
電
量
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
実
際
の
発
電

SG事業部太陽光発電導入事例

堀川さん宅の屋根に設置した太陽光パネル。

参加した合計7つのチー
ムが一般審査員4名、専
門審査員8名の前で、演
技課題の点検作業を行
う。作業内容は、大会当
日に抽選で設定される。
よって、事前の準備は難
しく、日ごろ行っている現
場での技量が問われるこ
とになり、審査員も慎重
な判定が求められる。

堀川鉄司さん

伊藤哲成さん

ク
ノ
に
は
充
実
し
た
協
力
工
事

会
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
各
テ
ナ
ン
ト
に

設
置
す
る
子
メ
ー
タ
ー
も
交
換

時
期
を
迎
え
て
お
り
、
エ
コ
テ

ナ
ン
ト
を
導
入
す
れ
ば
、
交
換

工
事
も
同
時
に
行
え
、
費
用
負

担
も
少
な
く
て
済
む
。

　
「
今
ま
で
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
へ

の
電
気
料
金
請
求
は
、
管
理
を

委
託
し
て
い
る
不
動
産
屋
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
今
回
、
日
本
テ
ク
ノ
さ
ん

に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
不
動
産

屋
さ
ん
の
手
間
が
減
り
、
管
理

の
手
数
料
を
値
下
げ
し
て
く
れ

た
ん
で
す
。
導
入
前
に
は
そ
ん

な
こ
と
は
考
え
て
も
い
な
か
っ

た
の
で
、
う
れ
し
い
誤
算
で
し

た
ね
」（
同
氏
）

　

も
し
も
の
と
き
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
る
業
者
の
確
保
、
交
換

が
必
要
だ
っ
た
設
備
の
更
新
、

思
い
掛
け
な
い
手
数
料
の
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
…
…
。
エ
コ
テ
ナ
ン

ト
の
導
入
で
伊
藤
さ
ん
は
複
数

の
メ
リ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
た
。

ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
ecoｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ

vol.14
　
「
自
分
た
ち
の
く
ら
す
環
境
や
家
族
の
健
康
は
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
き
た
い
」
│
│
そ
の

一
心
で
、
生
活
者
自
ら
が
立
ち
上
が
り
、
生
活
協
同
組
合
は
歩
み
を
始
め
た
。
趣
旨
に
賛
同
し

た
一
般
市
民
の
そ
れ
ぞ
れ
が
組
合
員
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
運
営
す
る
の
が
生
活
協
同

組
合
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
も
そ
の
一
つ
だ
。

　

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
「
共
生
社
会
」
を
40
年
以
上
も
前
か
ら
体
現
し
て
い
る
パ
ル
シ
ス
テ

ム
東
京
を
取
材
し
た
。

組織の主役は組合員
くらしの環境や家族の健康は自らが守る

パルシステム東京
http://www.palsystem-tokyo.coop/

省エネ、節電学習会の様子。毎回多くの組合員が参加しアドバイザーとともに、
情報交換やアイデアを考えていく。

　

２
０
１
０
年
４
月
に
創
立
40
周
年

を
迎
え
た
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
。
そ

の
活
動
の
歴
史
は
常
に
生
活
者
で
も

あ
る
組
合
員
が
主
役
だ
っ
た
。

　

１
９
７
０
年
代
以
降
、
高
度
経
済

成
長
の
陰
で
環
境
汚
染
や
食
の
安
全

を
め
ぐ
る
問
題
が
大
き
く
な
っ
た
。

き
れ
い
な
水
環
境
を
守
ろ
う
と
組
合

員
の
発
案
か
ら
は
じ
ま
っ
た
天
然
由

来
成
分
で
つ
く
ら
れ
た
「
石
け
ん
」

の
推
進
は
、活
動
の
原
点
の
一
つ
だ
。

「
石
け
ん
」
は
排
出
さ
れ
て
も
、
自

然
界
で
酵
素
や
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
に

よ
っ
て
分
解
さ
れ
、
約
１
日
で
水
と

炭
酸
ガ
ス
に
変
わ
る
。
パ
ル
シ
ス
テ

ム
東
京
は
食
物
連
鎖
が
正
常
に
繰
り

返
さ
れ
る
環
境
を
守
る
こ
と
が
、
あ

ら
ゆ
る
事
業
の
発
展
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　

１
９
９
０
年
代
以
降
は
、
顕
著
に

な
っ
て
き
た
環
境
問
題
に
伴
い
、
身

近
な
環
境
活
動
、
環
境
教
育
へ
と
裾

野
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

２
０
０
０
年
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
を
取
得
。
こ
れ
を
２
０
０
７
年

に
自
己
適
合
宣
言
へ
移
行
し
、
外
部

有
識
者
や
組
合
員
で
構
成
す
る
「
環

境
監
査
委
員
会
」
が
活
動
を
評
価
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
独
自
の
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
設
け
、
環

境
方
針
に
そ
っ
た
目
的
・
目
標
を
設

定
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活

動
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
。

　

さ
ら
に
２
０
１
１
年
か
ら
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
掲
げ
、
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
を
目
指
し
動
き
始
め
る

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
く
ら
し
の

見
直
し
や
環
境
企
画
を
積
極
的
に
行

っ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
、
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
パ
ル

シ
ス
テ
ム
東
京
は
商
品
供
給
の
早
期

復
旧
を
は
か
る
一
方
で
、
被
災
地
や

被
災
者
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
、
組
合
員
・
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
で
き
る
こ
と
を
模
索
す
る
。

そ
れ
は
復
興
支
援
活
動
、
安
全
な

「
食
」
を
取
り
戻
す
た
め
の
活
動
な

ど
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
。

　

環
境
活
動
面
で
は
、
特
に
「
省
エ

きれいな水環境を守るため開発された石けん「水ばしょう」。
国産の米ぬかを原料にしている。当初の製品は、石けんカス
が出たり、臭いがきついなどの問題があったが、組合員の強い
意志により買い支えられた結果、改良が繰り返され、使いやす
い製品に生まれ変わっている。

エコ・アクション・カレンダー。２００５年以来、７年間に
わたり取り組みを展開。毎月の電気使用量や、リユース・リ
サイクル品の返却数などを記入して提出すると、二酸化炭素
（ＣＯ２）排出量や削減効果などが記載された結果が、返却さ
れるシステム。

ネ
」
や
「
節
電
」
へ
の
関
心
が
高
く

な
っ
た
。
省
エ
ネ
講
座
の
企
画
数
や

参
加
者
は
前
年
の
４
倍
に
も
増
え
て

い
る
。
そ
ん
な
組
合
員
の
意
識
を
大

切
に
し
よ
う
と
「
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
・
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
取
り
組
み
も

活
発
化
。
毎
月
の
電
気
使
用
量
や
リ

ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
返
却
数

な
ど
を
記
入
し
て
提
出
す
る
と
、
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
の
グ

ラ
フ
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
シ
ー
ト
が

返
却
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
ま
た
、

独
自
に
「
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
」
を
設
け
、
学
習
会
講
師
や
、
各

家
庭
の
訪
問
診
断
を
行
い
省
エ
ネ
や

節
電
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
実

施
。
東
京
都
家
庭
の
節
電
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
座
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
。

　
「
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
」
そ
ん
な
思
い
を
強
く
持
つ
組

合
員
は
多
い
。
そ
れ
は
40
年
以
上
も

前
か
ら
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
主
役

と
な
り
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
く
ら

し
を
豊
か
に
す
る
活
動
を
進
め
て
き

た
精
神
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
証

拠
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
は
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
く
ら
せ

る
社
会
や
地
球
環
境
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。

http://www.eco-tenant.jp/
http://www.setubikaizen.com/contents_h/corpo01.html
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「SMARTMETER」
（スマートメーター）

※「SMARTMETER」（スマートメーター）は日本テクノ（株）の登録商標です。

導入事例

　

山
梨
県
馬
事
振
興
セ
ン
タ

ー
が
運
営
す
る
山
梨
県
馬
術

競
技
場
。
１
９
８
３
年
の
開

設
以
降
、
国
体
や
全
日
本
総

合
馬
術
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
大
会
が
開
催
さ
れ
る
施
設

だ
。
１
９
９
８
年
に
は
Ｊ
Ｏ

Ｃ
か
ら
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
強
化
拠
点
と
し
て

の
指
定
も
受
け
た
。

　

夏
季
の
平
均
気
温
が
20
℃

と
い
う
地
域
に
あ
る
こ
の
名

門
施
設
で
も
、
２
０
１
０
年

夏
の
猛
暑
で
は
デ
マ
ン
ド
ピ

ー
ク
を
超
え
、
契
約
電
力
が

56
㌔
㍗
か
ら
62
㌔
㍗
に
上
が

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
苦
い

経
験
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入

を
決
め
る
一
因
と
な
っ
た
。

　
「
夏
の
電
力
使
用
量
増
加

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
電
気

料
金
を
上
げ
ず
に
乗
り
切
る

に
は
、
デ
マ
ン
ド
ピ
ー
ク
を

抑
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
事
務
局
長
の
小
尾

一
夫
さ
ん
は
言
う
。

　

ピ
ー
ク
は
夏
の
競
技
大
会

開
催
時
。
こ
の
施
設
に
は
、

大
会
参
加
者
か
ら
事
前
に
競

技
馬
と
そ
の
馬
専
用
の
大
型

扇
風
機
が
搬
入
さ
れ
る
。
一

度
に
１
０
０
頭
ほ
ど
預
か
る

こ
と
も
あ
り
、
扇
風
機
の
稼

働
数
は
膨
大
な
数
に
な
る
。

馬
の
体
調
を
考
え
る
と
扇
風

機
は
止
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ

で
警
報
が
鳴
る
と
、
事
務
所

の
空
調
や
照
明
、
屋
内
練
習

場
の
水
銀
灯
を
一
時
的
に
止

め
る
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
た
。

　

同
時
に
デ
マ
ン
ド
閲
覧
サ

ー
ビ
ス
で
電
気
使
用
状
況
の

チ
ェ
ッ
ク
も
続
け
た
。
す
る

と
、
電
力
使
用
量
が
急
上
昇

す
る
時
間
帯
が
あ
る
こ
と
が

判
明
。
調
べ
て
み
る
と
砂
ぼ

こ
り
を
抑
え
る
た
め
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
と
、
井
戸
に
つ

い
た
給
水
ポ
ン
プ
の
同
時
稼

働
が
原
因
だ
っ
た
。

　

原
因
が
わ
か
れ
ば
対
策
も

立
て
ら
れ
る
。
先
に
ポ
ン
プ

で
水
を
汲
み
上
げ
て
か
ら
、

同
時
稼
働
し
な
い
よ
う
に
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
動
か
す
。

こ
れ
で
、
競
技
馬
用
の
大
型

扇
風
機
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
さ
ら
に
は
事
務
所
の
空

調
も
止
め
ず
に
デ
マ
ン
ド
ピ

ー
ク
は
回
避
で
き
た
。
契
約

電
力
は
62
㌔
㍗
か
ら
50
㌔
㍗

ま
で
低
減
し
て
い
る
。

「
見
え
る
化
」
で
発
見
で
き
た

設
備
の
同
時
稼
働

原
因
が
わ
か
れ
ば
対
策
は
容
易

山梨県北杜市小淵沢町10060-3
TEL　0551（36）3945
URL　http://www.nns.ne.jp/ass/baji/
設立●1983 年
従業員数●20名
業務内容●馬術練習場

財団法人 山梨県馬事振興センター

財
団
法
人 

山
梨
県
馬
事
振
興
セ
ン
タ
ー

　

南
大
阪
を
中
心
に
結
婚
式

場
や
葬
儀
場
な
ど
の
冠
婚
葬

祭
事
業
を
展
開
す
る
株
式
会

社 

セ
ル
ビ
ス
。地
元
の
人
々

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

人
生
の
節
目
節
目
を
と
も
に

歩
む
地
域
密
着
型
企
業
だ
。

　

省
エ
ネ
は
以
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
た
が
「
20
年
ほ
ど

前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
節
電
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
失
敗
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。
空
調

の
自
動
制
御
も
試
み
ま
し
た

が
電
気
代
は
下
が
ら
な
か
っ

た
」（
専
務
取
締
役
・
有
満

昭
彦
さ
ん
）。「
試
行
錯
誤
を

続
け
な
が
ら
結
果
の
見
え
な

い
活
動
を
継
続
す
る
の
は
難

し
い
。
自
己
流
の
省
エ
ネ
に

は
限
界
を
感
じ
て
い
ま
し

た
」（
総
務
課
長
・
岡
井
浩

人
さ
ん
）
と
満
足
で
き
る
結

果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

悩
み
を
抱
え
て
い
た
時
期

の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入
。
ま
ず
は

本
社
で
「
見
え
る
化
」
に
よ

る
数
値
管
理
の
も
と
省
エ
ネ

活
動
を
進
め
て
い
っ
た
。

　

そ
こ
で
は
毎
月
の
設
定
値

を
前
年
同
月
比
10
％
減
の
値

に
し
、
季
節
に
合
わ
せ
た
取

り
組
み
を
実
施
。
毎
月
設
定

値
を
変
え
る
こ
と
で
、
警
報

は
頻
繁
に
鳴
っ
て
し
ま
う
。

だ
が
、
そ
れ
が
全
社
的
に
省

エ
ネ
意
識
を
高
め
る
結
果
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

１
〜
６
階
の
空
調
利
用
が

重
な
る
こ
と
で
デ
マ
ン
ド
ピ

ー
ク
が
訪
れ
る
と
わ
か
っ
て

か
ら
は
、
始
業
時
の
空
調
起

動
の
ル
ー
ル
を
決
め
た
。
同

社
で
は
毎
朝
、
従
業
員
が
１

階
に
集
ま
り
朝
礼
を
行
う

が
、
そ
の
朝
礼
前
は
１
階
の

み
空
調
を
入
れ
て
、
各
階
は

朝
礼
後
に
５
分
ず
つ
ず
ら
し

て
起
動
す
る
と
い
う
決
ま
り

だ
。
全
社
的
な
省
エ
ネ
意
識

の
高
ま
り
の
中
で
、
ル
ー
ル

は
す
ん
な
り
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
く
。
今
回
の
省
エ
ネ
活

動
は
満
足
で
き
る
結
果
に
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

デ
マン
ド
設
定
値
は
毎
月
変
更

警
報
の
頻
度
は
上
が
る
が

省
エ
ネ
意
識
も
高
ま
る大阪府堺市堺区市之町東５丁2-7

TEL　072（223）1199
URL　http://www.selvice.co.jp/
設立●1973 年2月
従業員数● 640 名（グループ合計）
業務内容●冠婚葬祭互助会ほか

株式会社 セルビス

株
式
会
社 

セ
ル
ビ
ス

全
社
的
な
協
力
で

節
電
の
夏
を
乗
り
越
え
た

空
調
の
輪
番
制
利
用神奈川県横浜市港北区新吉田東3-2-1

TEL　045（547）8572
URL　http://www.jrctokki.co.jp/
設立●1985 年10月
従業員数●341名
業務内容●電子機器の保守整備ほか

ジェイ・アール・シー特機 株式会社

ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
・
シ
ー
特
機 

株
式
会
社

東
日
本
大
震
災
を
きっか
け
に

省
エ
ネ
活
動
を
強
化

「
見
え
る
化
」
で
効
果
を
実
感

　

福
島
県
福
島
市
に
あ
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ハ
ッ

ピ
ー
愛
ラ
ン
ド
」。
３
０
０

坪
の
屋
上
庭
園
で
は
木
々
や

草
花
か
ら
四
季
を
感
じ
る
こ

と
も
で
き
る
。
地
域
一
体
と

な
っ
た
総
合
的
な
福
祉
事
業

を
行
う
施
設
だ
。

　

同
施
設
で
は
、
東
日
本
大

震
災
後
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た

省
エ
ネ
委
員
会
の
活
動
強
化

を
決
め
た
。

　
「
東
北
地
方
で
電
気
が
足

り
な
い
と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
。
役
に
立
ち
た
い
と
い

う
気
持
ち
と
、
限
り
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
た

い
と
い
う
思
い
が
強
ま
っ

た
」
と
話
す
の
は
省
エ
ネ
委

員
長
の
信
田
英
之
さ
ん
。
そ

の
言
葉
通
り
同
施
設
で
は
震

そ
の
設
備
を
止
め
無
理
な
く

デ
マ
ン
ド
管
理
を
で
き
る
よ

う
に
し
た
り
、
４
カ
所
あ
る

大
浴
場
の
ポ
ン
プ
を
同
時
稼

働
さ
せ
な
い
よ
う
作
業
を
調

整
す
る
な
ど
次
々
に
取
り
組

み
を
実
行
し
て
い
っ
た
。

　
「
き
っ
か
け
は
震
災
で
し

た
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
が
電
気
の

必
要
な
部
分
と
不
要
な
部
分

の
区
別
を
教
え
て
く
れ
た
。

こ
れ
で
本
当
に
必
要
な
場
所

に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。〝
我
慢
を
せ
ず
に
無
駄

な
も
の
を
省
く
〞
と
い
う
当

施
設
の
ポ
リ
シ
ー
に
ぴ
っ
た

り
で
し
た
」（
同
氏
）

福島県福島市南矢野目字才ノ後 6-2
TEL　024（552）2466
URL　http://www.happyisland.org/
設立●1997年 10月
従業員数●270名
業務内容●特別養護老人ホームほか

ハッピー愛ランド

　
「
生
徒
の
○
○
さ
ん
は
少

し
元
気
が
な
い
の
で
、
気
に

掛
け
て
く
だ
さ
い
」「
○
○

君
が
や
っ
と
前
向
き
に
シ
ャ

ン
プ
ー
を
や
り
始
め
ま
し

た
」
│
│
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
細
か
な
情
報
が
教
職
員
全

員
に
伝
達
さ
れ
る
朝
礼
の
様

子
。
こ
こ
学
校
法
人
兵
庫
県

整
容
学
園 

姫
路
理
容
美
容

専
門
学
校
で
は
、
す
べ
て
の

講
師
・
職
員
が
協
力
し
て
卒

業
生
を
送
り
出
す
体
制
が
貫

か
れ
て
い
る
。

　

そ
の
校
風
は
省
エ
ネ
活
動

に
も
生
か
さ
れ
る
。
２
０
１

１
年
６
月
の
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
導
入

後
、
講
師
・
職
員
を
集
め
省

エ
ネ
の
方
法
や
電
気
料
金
の

仕
組
み
に
つ
い
て
勉
強
会
を

実
施
。
注
意
す
べ
き
点
や
課

　

沖
縄
県
に
27
店
の
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ「
Ａ
＆
Ｗ
」

を
展
開
す
る
エ
イ
ア
ン
ド

ダ
ブ
リ
ュ
沖
縄 

株
式
会
社
。

「
エ
ン
ダ
ー
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
る
Ａ
＆
Ｗ
は
、
日
本

で
最
初
に
で
き
た
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
店
だ
。

　

同
社
が
全
店
を
あ
げ
て
省

エ
ネ
に
取
り
組
み
始
め
た
の

は
２
０
０
８
年
の
こ
と
。
ま

ず
は
浦
添
市
に
あ
る
牧
港
店

で
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
を
導
入
し
、
使

用
量
の
把
握
か
ら
始
め
た
。

　

牧
港
店
で
は
夏
に
な
る

と
、
毎
週
土
曜
日
に
敷
地
内

の
広
場
で
近
隣
の
幼
稚
園
児

題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
全

校
的
な
省
エ
ネ
活
動
が
一
気

に
ス
タ
ー
ト
で
き
た
。

　

屋
上
看
板
の
照
明
点
灯
時

間
を
短
縮
し
た
り
、
自
動
販

売
機
を
省
エ
ネ
タ
イ
プ
に
変

更
し
た
り
、
さ
ら
に
は
講
師

と
職
員
が
協
力
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
一
気
に
起
動
さ
せ

て
い
た
空
調
を
、
時
間
を
ず

ら
し
て
立
ち
上
げ
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
た
。

　

そ
れ
で
も
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー

を
使
う
実
習
が
あ
る
と
き
な

ど
は
デ
マ
ン
ド
警
報
が
鳴

る
。
１
０
０
０
㍗
の
ド
ラ
イ

ヤ
ー
40
台
が
一
斉
に
使
用
さ

を
集
め
、
盆
踊
り
を
開
催
す

る
。
そ
の
盆
踊
り
後
に
デ
マ

ン
ド
ピ
ー
ク
が
来
る
│
│
そ

れ
が
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
導
入
で
判

明
し
た
。
当
初
は
食
器
洗
浄

機
や
製
氷
機
の
電
源
を
一
時

的
に
切
る
な
ど
の
対
策
を
し

た
も
の
の
、
混
雑
す
る
時
間

帯
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
盆
踊
り
の
間

に
調
理
を
済
ま
せ
各
機
器
の

電
源
を
切
り
、
そ
の
後
は
販

売
に
専
念
す
る
こ
と
で
ピ
ー

ク
を
抑
え
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
照
明
の

電
源
を
別
々
に
配
線
し
電
源

の
入
り
切
り
を
容
易
に
し
た

り
、
天
気
や
気
温
に
よ
っ
て

空
調
を
窓
際
の
み
の
稼
働
に

し
た
り
、
３
台
あ
る
製
氷
機

を
夜
間
に
ま
と
め
て
稼
働
さ

せ
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
実

施
。
そ
れ
ら
対
策
を
「
節
約

表
」
に
ま
と
め
て
ス
タ
ッ
フ

同
士
で
情
報
共
有
し
た
。

　

そ
の
後
、
牧
港
店
で
の
導

入
を
皮
き
り
に
各
店
の
活
動

が
本
格
始
動
す
る
。
月
１
回

れ
、
室
温
も
上
が
り
空
調
負

担
も
増
え
る
か
ら
だ
。だ
が
、

授
業
な
の
で
止
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
学
校
側
の
都
合

で
生
徒
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

の
が
第
一
条
件
だ
。よ
っ
て
、

そ
ん
な
と
き
は
職
員
が
協
力

す
る
。
職
員
室
の
空
調
を
消

し
、
照
明
も
消
し
、
消
せ
る

も
の
は
す
べ
て
消
す
。

　

全
員
で
取
り
組
む
活
動
の

結
果
、
契
約
電
力
は
39
㌔
㍗

削
減
で
き
た
。
ち
な
み
に
、

同
校
卒
業
生
の
就
職
率
は
１

０
０
％
。
い
ず
れ
も
協
力
体

制
を
大
切
に
す
る
校
風
が
も

た
ら
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

の
店
長
会
議
や
電
話
、
パ
ソ

コ
ン
の
掲
示
版
な
ど
で
情
報

を
交
換
。
各
店
の
事
情
に
合

わ
せ
つ
つ
、
成
功
事
例
は
全

店
で
実
行
さ
れ
て
い
く
。

　

沖
縄
市
に
あ
る
美
里
店
で

は
、
他
店
の
取
り
組
み
に
加

え
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
稼
働
台

数
を
時
間
ご
と
に
調
整
す
る

こ
と
で
待
機
電
力
を
削
減
し

た
り
、
食
材
の
保
管
場
所
を

移
動
さ
せ
る
こ
と
で
空
調
の

稼
働
を
抑
え
る
な
ど
の
活
動

を
実
行
。
そ
う
し
た
情
報
も

即
座
に
他
店
へ
流
れ
た
。

　

１
店
か
ら
全
店
へ
、
省
エ

ネ
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。

大
き
な
省
エ
ネ
の
成
果
は

生
徒
の
た
め
に
協
力
体
制
を

徹
底
す
る
校
風
が
も
た
ら
し
た

成
功
事
例
は
全
店
で
実
行

店
舗
間
の
情
報
共
有
が

さ
ら
な
る
成
果
に
つ
な
が
る

兵庫県姫路市南駅前町13
TEL　079（284）0678
URL　http://www.hrb.ac.jp/
設立●1955 年
従業員数● 40名
業務内容●専門学校

沖縄県浦添市牧港1196
TEL　098（878）2362
URL　http://www.awok.co.jp/
設立●1973 年12月
従業員数●950名（アルバイト含む）
業務内容●ハンバーガーショップ

学校法人兵庫県整容学園 姫路理容美容専門学校

エイアンドダブリュ沖縄 株式会社

18.8%
39kW

26kW

34kW

6 /1

156kW

25kW

学
校
法
人
兵
庫
県
整
容
学
園 

姫
路
理
容
美
容
専
門
学
校

エ
イ
ア
ン
ド
ダ
ブ
リ
ュ
沖
縄 

株
式
会
社

　

国
内
主
要
都
市
に
複
数
の

物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
持
つ
丸

紅
エ
ネ
ッ
ク
ス 

株
式
会
社
。

そ
の
九
州
の
拠
点
が
福
岡
県

北
九
州
市
に
あ
る
門
司
タ
ー

ミ
ナ
ル
だ
。
タ
ン
カ
ー
で
運

ば
れ
て
き
た
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
軽
油
、
重
油
を
７
基
の

屋
外
タ
ン
ク
に
貯
蔵
。
そ
れ

ら
を
海
上
お
よ
び
陸
上
か
ら

出
荷
し
て
い
る
。

　

２
０
０
９
年
か
ら
２
０
１

１
年
の
２
年
間
で
34
㌔
㍗
の

デ
マ
ン
ド
値
削
減
に
成
功
し

た
同
施
設
。
そ
れ
を
可
能
に

し
た
の
が
所
長
の
島
田
靖
さ

ん
が
下
し
た
決
断
だ
っ
た
。

か
ら
２
０
０
㍍
離
れ
た
ポ
ン

プ
ヤ
ー
ド
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
で
指
示
を
出
し
な
が
ら
の

作
業
だ
。
こ
れ
を
１
㌔
㍗
単

位
で
調
整
し
、
デ
マ
ン
ド
値

が
超
過
し
な
い
よ
う
流
速
を

加
減
。
こ
う
し
て
、
事
業
の

根
幹
設
備
で
あ
る
海
上
出
荷

用
ポ
ン
プ
の
ピ
ー
ク
電
力
は

抑
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

ポ
ン
プ
の
流
速
調
整
に

予
測
デ
マ
ン
ド
の「
見
え
る
化
」を
活
用

デ
マ
ン
ド
値
を
大
幅
に
削
減福岡県北九州市門司区瀬戸町1番地

TEL　093（331）3200　
URL　http:// www.marubeni-ennex.co.jp/
設立●1973 年10月／従業員数●
7名（全社123名）／業務内容●石油
製品などの物流基地の管理運営ほか

丸
紅
エ
ネ
ッ
ク
ス 

株
式
会
社　

門
司
タ
ー
ミ
ナ
ル

日本テクノの主力商品「SMARTMETER（スマートメーター）ERIA」（以下、ＥＲＩＡ）を導入している企業の
「デイリー・ナチュラリー・アクション（日々の自然な行動）」にスポットを当てる導入事例集。
今回は、福島、東京、神奈川、山梨、大阪、兵庫、福岡、沖縄の各地ユーザーの取り組みを紹介していく。
なお、各社電力使用量の削減数値は、特に記載があるもの以外（ ）内に示した期間の月平均の前年同月比の値。

校長の吉田英男さん。

ト
し
た
。
委
員
は
常
務
取
締

役
の
見
留
伸
治
さ
ん
を
筆
頭

に
各
部
門
か
ら
８
名
を
選

出
。
事
務
局
に
は
総
務
部
長

の
齊
藤
信
男
さ
ん
が
就
き
、

設
備
管
理
を
担
当
す
る
総
務

部
の
仲
川
久
典
さ
ん
ら
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

　

活
動
は
ま
ず
電
気
使
用
状

況
の
把
握
か
ら
始
め
た
。
調

査
の
結
果
、
社
内
で
使
用
す

る
電
気
の
約
７
割
が
空
調
に

よ
る
も
の
と
判
明
。
そ
の
対

処
方
法
が
、
空
調
の
輪
番
制

利
用
だ
っ
た
。

　

棟
ご
と
や
階
ご
と
に
時
間

を
設
定
し
て
空
調
の
使
用
制

限
を
設
け
る
。
同
社
で
は
全

館
の
空
調
を
セ
ン
ト
ラ
ル
管

理
し
て
い
る
の
で
電
源
の
オ

ン
オ
フ
は
一
括
で
で
き
る
。

デ
マ
ン
ド
が
目
標
値
を
超
え

る
と
き
は
優
先
順
位
を
つ
け

て
空
調
を
切
る
場
所
も
決
め

て
お
い
た
。

　

社
内
に
は
事
前
に
空
調
の

使
用
時
間
を
記
載
し
た
「
輪

番
時
間
割
一
覧
」
を
配
布
。

　

２
０
１
１
年
夏
の
省
エ
ネ

活
動
で
、
空
調
の
輪
番
制
利

用
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
約
19
％
の
節
電
に
成
功

し
た
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
・
シ

ー
特
機 

株
式
会
社
。
所
在

地
は
神
奈
川
県
横
浜
市
。
海

上
自
衛
隊
所
有
の
艦
船
や
航

空
機
に
搭
載
さ
れ
る
電
子
機

器
の
保
守
整
備
、
修
理
を
行

う
専
門
メ
ー
カ
ー
だ
。

　

２
０
１
０
年
夏
の
猛
暑
で

デ
マ
ン
ド
値
が
上
が
っ
た
同

社
は
、
失
敗
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
翌
年
３
月
に
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
を
導
入
。
節
電
対
策
監
視

委
員
会
も
新
設
し
、
全
社
あ

げ
て
省
エ
ネ
活
動
を
ス
タ
ー

各
社
員
の
パ
ソ
コ
ン
に
は
画

面
を
立
ち
上
げ
る
と
前
日
の

電
気
使
用
量
が
表
示
さ
れ
る

よ
う
に
設
定
。
数
値
の
確
認

が
毎
朝
の
日
課
に
な
り
、
社

内
の
協
力
体
制
は
強
ま
っ
て

い
っ
た
。
こ
う
し
て
同
社
は

節
電
の
夏
を
乗
り
越
え
た
。

　
「
電
気
設
備
の
中
で
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
の
は

海
上
出
荷
用
ポ
ン
プ
で
す
。

こ
れ
は
事
業
の
根
幹
と
も
い

え
る
設
備
。
そ
こ
に
メ
ス
を

入
れ
よ
う
と
考
え
た
ん
で

す
。
た
だ
し
、
業
務
の
要
と

な
る
機
器
な
の
で
電
力
使
用

量
を
下
げ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
デ
マ
ン
ド

値
の
削
減
な
ら
可
能
性
は
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。
電
気
の

見
え
る
化
を
活
用
す
れ
ば
い

い
と
」（
同
氏
）

　

デ
マ
ン
ド
値
を
下
げ
る
に

は
ポ
ン
プ
の
モ
ー
タ
ー
に
な

る
べ
く
仕
事
を
さ
せ
な
い
よ

う
石
油
の
流
速
を
下
げ
る
必

要
が
あ
る
。
だ
が
流
速
を
下

げ
る
と
出
荷
に
要
す
る
時
間

が
長
く
な
る
。
そ
れ
で
は
顧

客
に
迷
惑
が
掛
か
る
。

　

そ
こ
で
利
用
し
た
の
が
、

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
の
「
予
測
デ
マ
ン

ド
」
表
示
だ
っ
た
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ａ
の
示
す
予
測
値
を
確
認
し

な
が
ら
、
流
速
の
調
整
を
行

う
。
モ
ニ
タ
の
あ
る
事
務
所

（2011年7月～2012年4月）

（2011年3月～2011年11月）

（2011年2月～翌年1月/
2011年1～12月と2008年同月比）（2011年6月～2012年1月）

ジェイ・アール・シー特機

エイアンドダブリュ沖縄姫路理容美容専門学校丸紅エネックス 門司ターミナル

ハッピー愛ランドセルビス

山梨県馬事振興センター

日本ユニバーサル電気

削
減

削
減

削
減

削
減

削
減

契約
電力

契約
電力

契約
電力

契約
電力

契約
電力

契約
電力

ハ
ッ
ピ
ー
愛
ラ
ン
ド

丸紅エネックス 株式会社　門司ターミナル

門司ターミナル所長の島田靖さん。

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

「
Ａ
＆
Ｗ
」
店
内
の
様
子
。

ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
・
シ
ー
特
機 

株
式
会
社

10.5%
12kW 削

減
契約
電力

削
減

電　力
使用量

16.3%

10.3%

21.1%

4.7/13.5

削
減

削
減

削
減

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

電　力
使用量

丸
紅
エ
ネ
ッ
ク
ス 

門
司
タ
ー
ミ
ナ
ル

省エネ委員長の信田英之さん。

15.2%

災
後
、
不
要
と
思
わ
れ
る
照

明
を
お
よ
そ
１
５
０
灯
間
引

き
、
看
板
や
裏
口
の
照
明
も

切
っ
た
。
そ
れ
で
も
日
中
は

ま
っ
た
く
暗
く
な
い
。
そ
れ

ら
の
照
明
は
、
無
駄
に
使
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

２
０
１
０
年
２
月
に
導
入

し
て
い
た
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
で
省
エ

ネ
の
実
施
前
後
を
比
べ
、
数

値
の
変
化
を
確
認
。
効
果
を

実
感
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

そ
の
ほ
か
、
生
活
に
影
響
の

な
い
夜
間
の
時
間
帯
で
空
調

の
チ
ラ
ー
を
止
め
た
り
、
消

費
電
力
の
多
い
設
備
を
把
握

し
て
デ
マ
ン
ド
警
報
時
に
は

（2011年7月～2011年9月）

　

東
京
都
東
村
山
市
に
あ
る

日
本
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
電
気 

株
式
会
社
。
設
立
は
１
９
５

８
年
。
コ
イ
ル
、
巻
線
、
張

力
調
整
装
置
、
リ
レ
ー
、
コ

ネ
ク
タ
な
ど
電
子
部
品
の
製

造
を
行
う
企
業
だ
。
ま
た
最

近
で
は
無
機
Ｅ
Ｌ
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

な
ど
も
手
掛
け
、
新
た
な
市

場
に
も
進
出
し
て
い
る
。

　

２
０
１
１
年
４
月
に
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ａ
を
導
入
。
同
時
に
省
エ

ネ
委
員
会
を
発
足
。
そ
の
リ

ー
ダ
ー
に
任
命
さ
れ
た
の
が

製
造
部
主
任
の
西
條
貴
幸
さ

ん
だ
。

　
「
ま
ず
は
ど
ん
な
些
細
な

こ
と
で
も
よ
い
の
で
、
委
員

会
の
中
で
意
見
を
出
し
合
う

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ

う
し
て
一
つ
の
案
が
決
ま
る

と
、
い
つ
ま
で
に
、
誰
が
や

る
の
か
を
明
確
に
す
る
。
そ

の
進
捗
状
況
は
会
社
の
ブ
ロ

グ
で
報
告
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
」（
同
氏
）

　

空
調
の
稼
働
さ
せ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
各
部
署
で
ず
ら

す
、
使
用
す
る
薬
品
の
蒸
気

を
逃
が
す
た
め
手
づ
く
り
の

換
気
ダ
ク
ト
を
つ
く
る
、
作

業
場
の
配
置
を
変
更
し
熱
を

使
う
場
所
を
集
め
て
ビ
ニ
ー

ル
カ
ー
テ
ン
を
取
り
付
け
る

な
ど
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア

を
一
つ
ず
つ
実
践
し
、
取
り

組
み
を
精
査
し
て
い
く
。
委

員
会
は
、
そ
う
し
た
活
動
を

繰
り
返
し
て
い
っ
た
。

　

委
員
会
が
主
導
す
る
省
エ

ネ
活
動
は
、
全
社
的
に
浸
透

し
て
い
く
。
そ
れ
を
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
の
は
代

表
取
締
役
社
長
の
志
村
秀
雄

さ
ん
だ
。
委
員
会
の
出
し
た

省
エ
ネ
活
動
案
の
リ
ス
ト
を

見
な
が
ら
、
自
ら
率
先
し
て

無
駄
な
照
明
や
空
調
を
消
す

な
ど
目
に
見
え
る
取
り
組
み

を
行
っ
た
。

　
「
省
エ
ネ
活
動
が
全
社
員

に
理
解
さ
れ
た
の
は
、
社
長

が
示
し
た
お
手
本
の
お
か
げ

で
す
。
そ
れ
に
習
い
社
員
も

取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
に
な

っ
た
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
融
合
し
た
活

動
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
西

條
さ
ん
は
話
す
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
呼
び
掛
け
と

手
本
を
示
す
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
。

双
方
向
か
ら
の
省
エ
ネ
活
動

東京都東村山市久米川町5-21-25
TEL 042（393）1241
URL　http://jpuni.co.jp/
設立●1958年 11月／従業員数●
160 名／業務内容●コイル、巻線、
周辺装置の製造販売ほか

日
本
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
電
気 

株
式
会
社

削
減

削
減42.7%

24kW契約
電力

電　力
使用量

代表取締役社長の志村秀雄さん。製造部主任の西條貴幸さん。

日本ユニバーサル電気 株式会社

（2011年4月～2011年8月）

（2011年2月～2012年1月）

（2008年4月～翌年3月と2010年4月～翌年3月の比較）

左から総務部・仲川久典さん、常務取締役・
見留伸治さん、総務部長・齊藤信男さん。

同
社
が
運
営
す
る
式
場
「
サ
ン
パ
レ
ス
」

山
梨
県
馬
術
競
技
場

専務取締役 事業支援本部長の有満昭彦
さん（左）と総務課長の岡井浩人さん。

kW kW
削
減

削
減

（牧港店／美里店）

% %

http://www.n-techno.org/


（ 8 ）環 境 市 場 新 聞 ２０１２年 （平成２４年） 秋季　【季刊】
　

環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
レ
ベ
ル
を
、
楽

し
み
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

出
題
範
囲
は
本
紙
前
号
（
29
号
）
の
掲
載
記

事
。
会
社
や
学
校
な
ど
で
下
記
の
設
問
を
使

っ
て
、
環
境
常
識
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
の
も
い

い
。
転
載
大
歓
迎
。
環
境
知
識
の
向
上
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。環境問

題

常識テ
スト

答えは４面に掲載
下記サイトでも設問解説
http://econews.jp/

家庭におけるエネルギー管理
システムの略称として正しい
ものは次のうちどれ？

a
b
c
d

HEMS（ヘムス）

BEMS（ベムス）

FEMS（フェムス）

CEMS（セムス）

Question
1

オフィスや商業施設などビル
におけるエネルギー管理シス
テムの略称として正しいのも
は次のうちどれ？

a
b
c
d

HEMS（ヘムス）

BEMS（ベムス）

FEMS（フェムス）

CEMS（セムス）

Question
2

世界最大のシンクタンクとも
呼ばれているOECDの正式
名称は次のうちどれ？

a
b
c
d

国際オリンピック委員会

世界貿易機関

国際科学会議

経済協力開発機構

Question
3

特製 エコカレンダー プレゼント
正解者の中から抽選で 100 名の方に、「日本テクノ特製 エコカレンダ
ー」をプレゼントいたします。
ご希望の方はハガキに「クイズの答え」「住所」「氏名」「年齢」「取り
上げてほしい記事」「面白かった記事」「つまらなかった記事」を明記
のうえ、下記あて先までご郵送ください。また、環境市場新聞ウェブ
サイトからも応募できます。下記 URL にアクセスして当コーナー応募
フォームのリンクをクリックし、画面の指示に従いご応募ください。
なお、発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。締め切り
は 2012 年 12 月 21 日（金）必着。
※日本テクノ（株）の個人情報保護方針【http://www.n-techno.co.jp/privacy.html】

―――――――――― ＜あて先＞ ――――――――――
〒 163-0651 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 51 階

日本テクノ株式会社「環境市場新聞プレゼント」係
【環境市場新聞ウェブサイト】http://econews.jp/

●タテのカギ●
①  文章を書くときのポイント
は、わかり○○○。

②  使っていないモノを売るぞ。
フ○○○ーケット。

③  生まれ育った場所のこと。
ふる○○。

⑤  アカマツ林に生える。秋の
高級食材。

⑦  ど○○○、コロコロ。お池に
はまって、さあ大変。

●ヨコのカギ●
②  資源ゴミは捨てずに○○○
クル。

④  「SMARTMETER」（○○
○○メーター）は日本テク
ノの登録商標。

⑥  落ち葉で焼いたのは甘い○
○○イモ。

⑧  マイバ○○があるので、レ
ジ袋は不要。

⑨  えの段「○○○てねへめ…」

● 古い電話帳はキッチンペーパーがわり
に。油がついた鍋やフライパンをさっ
とふけます。
● 余った根菜類は酢漬けにしておくと、
長持ちしておいしくいただけます。

皆さんが取り組んでいる「おばあちゃんの知恵
袋」的な省エネ・省資源の知恵（ワザ？）を紹
介するコーナーです。皆さんの「こんなこと、
やっているよ」をどしどしお寄せください。楽し
みにお待ちしています！!

皆さんの「もったいない」に通じる省エネ・省資
源の取り組みをお寄せください。
おばあちゃんがやっていた何気ない習慣、裏ワザ
的なもの、思いつきでやってみたこと……。
環境保全につながる取り組みならどんな小さなこ
とでもＯＫです。
本紙のこのコーナーで紹介させていただいた素
敵な〝知恵〟のご提供者には記念品を進呈いた
します。ご応募は、日本テクノ「おばあちゃんの
知恵袋」係まで連絡先を明記のうえハガキにて
ご送付ください。または下記ウェブサイトでも受
け付けています。

おばあちゃんの知恵、大募集 !!

例えば

検 索日本テクノ　知恵袋

http://www.n-techno.co.jp/eco-idea/

第三十回

企業活性化教育研究所・長尾光雄事務所 長
なが

尾
お

 光
みつ

雄
お

因果倶時 いんがぐじ

【ダイジェスト版】

でんでんみと情
報

（2012年 8月6日発行
第51号より）

●でんでん・みと情報
水戸グループで飼わ
れている猫のでんで
んというキャラクター
が、飼い主たちの業
務活動や社会動向、
電気関連の豆知識な
どを猫の語り口で紹介
していく。

日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日
電
協 

水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行 

情
報
誌

　

今
回
は
、
日
本
テ
ク
ノ
協
力
会
・
日

電
協
の
水
戸
グ
ル
ー
プ
発
行
『
で
ん
で

ん
・
み
と
情
報
』
第
51
号
か
ら
。
猫
の

で
ん
で
ん
に
対
す
る
親
方
の
遠
慮
や
気

づ
か
い
も
、
当
人
に
と
っ
て
は
、
あ
り

が
た
迷
惑
？

作
業
に
携
わ
っ
た
そ
う
だ
。
重
量
は
東
京
タ
ワ
ー

の
10
倍
も
あ
る
３
万
６
０
０
０
㌧
。
商
業
施
設
も

含
め
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
は
、
開
業

２
カ
月
で
１
０
２
９
万
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
と

発
表
さ
れ
た
よ
」

　

ど
う
や
ら
今
回
は
、
見
物
に
行
っ
た
ば
か
り
の

東
京
の
新
名
所
に
関
す
る
情
報
ら
し
い
。
設
計
士

の
苦
労
話
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
速
度
、
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
解
説
ま
で
調
べ
て
書
い
た
よ
う
だ
。

　

吾
輩
は
電
気
管
理
技
術
者
の
親
方
た
ち
に
飼
わ

れ
て
い
る
猫
の
〝
で
ん
で
ん
〞
で
あ
る
。
日
中
の

吾
輩
は
、た
い
て
い
事
務
所
の
片
隅
で
午
睡
す
る
。

通
常
の
会
話
で
も
声
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
抑
え
ら
れ

な
い
親
方
た
ち
が
出
払
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
彼
ら

が
戻
る
夕
方
ま
で
は
静
か
に
過
ご
せ
る
。

　

そ
の
日
も
吾
輩
は
、
お
だ
や
か
な
安
眠
を
楽
し

ん
で
い
た
。
そ
こ
へ
吾
輩
が
「
物
書
き
殿
」
と
呼

ぶ
親
方
が
帰
っ
て
き
た
。
物
書
き
殿
は
、
吾
輩
の

名
を
無
断
使
用
し
た
『
で
ん
で
ん
・
み
と
情
報
』

な
る
奇
っ
怪
な
媒
体
の
制
作
者
。
先
日
、
吾
輩
は

そ
の
奇
行
に
気
づ
い
た
が
、
大
目
に
見
て
や
る
こ

と
に
し
た
。
だ
が
そ
れ
以
来
、
吾
輩
に
対
す
る
物

書
き
殿
の
態
度
が
お
か
し
い
。
人
間
様
が
遠
慮
や

気
づ
か
い
と
呼
ぶ
よ
う
な
行
い
を
、吾
輩
に
す
る
。

　
「
で
ん
で
ん
さ
ん
、
今
回
は
こ
ん
な
感
じ
に
な

り
ま
す
」
と
物
書
き
殿
は
、
吾
輩
の
鼻
先
に
10
枚

ほ
ど
の
紙
を
差
し
出
す
。『
で
ん
で
ん
・
み
と
情

報 

第
51
号
』
だ
っ
た
。
ち
ら
っ
と
見
る
と
、

　
「
親
方　

す
ご
い
場
所
に
行
っ
て
き
た
よ
!!

で
ん
で
ん　

興
奮
し
て
る
ね
。
ど
こ
に
行
っ
た
？

親
方　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
だ
。
展
望
台
に
上
が

る
ま
で
３
時
間
も
待
た
さ
れ
た
よ
。
で
も
、
あ
の

人
気
は
納
得
で
き
る
ね
。
高
さ
６
３
４
㍍
の
世
界

一
の
タ
ワ
ー
で
、
日
本
の
技
術
力
の
粋
を
集
め
な

け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
ね
。
タ
ワ
ー
部
分

の
事
業
費
は
６
５
０
億
円
。
延
べ
58
万
人
が
建
設

開
業
２
カ
月
で
来
場
者

１
０
０
０
万
人
突
破
!!

タ
テ
の
カ
ギ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
を
ヒ
ン
ト
に
、
マ
ス
を
埋
め
て

い
き
ま
す
。
グ
レ
ー
の
二
重
囲
み
マ
ス
に
入
る
４
つ
の
文
字

を
組
み
合
わ
せ〝
エ
コ
〞に
関
連
す
る
言
葉
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
が
解
答
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
「
電
気
の
無
駄
を
省
く

の
は
節
電
、
で
は
水
の
無
駄
を
省
く
の
は
？
」。
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だ
が
吾
輩
は
、
安
眠

を
楽
し
ん
で
い
た
最

中
。
遠
慮
や
気
づ
か
い

な
ど
は
不
要
な
の
だ
。

だ
か
ら
「
に
ゃ
あ
」
と

言
っ
て
、
そ
の
場
を
去

っ
た
。
き
っ
と
物
書
き

殿
は「
に
ゃ
あ
」を「
内

容
は
承
諾
し
た
」
の
意

味
に
と
る
の
だ
ろ
う
。

　　　　　　　　
　歯磨き粉を布につ
けて、ドアノブをふ
くと、研磨作用でピ
カピカになります。歯磨き粉で磨い
たあとは、固くしぼったぞうきんで
ふけば、さらにピカピカに仕上がり
ます。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　（静岡県・鈴木さん）

今回は
こんな知恵を
提供して

いただきました！

　

郡
山
営
業
所
を
支
え
る

事
務
の
渡
邉
祐
子
は
、
入

社
５
年
目
を
迎
え
る
。
東

日
本
大
震
災
後
、
混
乱
し

た
営
業
所
内
の
整
理
や
ユ

ー
ザ
ー
へ
の
対
応
、
そ
し

て
地
震
へ
の
恐
怖
な
ど
乗

り
越
え
る
べ
き
課
題
は
多

く
あ
っ
た
。「
そ
れ
で
も
、

質
問
や
相
談
が
し
や
す
く

み
ん
な
が
親
切
に
教
え
て

く
れ
る
職
場
の
雰
囲
気

が
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

失
敗
も
全
員
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
。
そ

ん
な
働
き
や
す
い
環
境

は
、
震
災
で
も
び
く
と

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

２
０
１
２
年
に
入
っ

て
、
営
業
ス
タ
ッ
フ
が
、

新
し
く
３
名
入
社
し
た
。

千
葉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
か
ら
２
年
ぶ
り
に
戻

っ
て
き
た
保
安
部
の
鈴

木
広
一
も
メ
ン
バ
ー
に

加
わ
っ
た
。
総
勢
８
名

に
な
っ
た
郡
山
営
業
所

は
、
震
災
前
と
変
わ
ら

ぬ
温
か
な
職
場
で
、

確
実
な
復
興
に

向
け
て
歩
ん
で

い
る
。

　

麻
生
孝
介
所

長
は
「
厳
し
い
環

境
に
あ
る
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
教
え
合
い
、
困
っ
た

と
き
は
全
員
で
助
け
合

っ
て
乗
り
越
え
て
い
き

ま
す
。
何
が
あ
っ
て
も

負
け
ま
せ
ん
よ
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
前
、

福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
で
働
い
て
い
た

秋
元
さ
ん
。
原
発
で
２

年
間
勤
務
し
た
の
ち
、

成
功
へ
の
野
心
を
持

っ
て
日
本
テ
ク
ノ
に

入
社
し
た
。
所
属
は

郡
山
営
業
所
。
だ
が
、

そ
の
直
後
に
震
災

は
起
き
た
。

　

原
発
事
故
の

影
響
で
、
父
親

は
祖
母
を
親
戚

に
預
け
る
た
め
奔

走
し
、
母
親
は
妊
娠

中
の
姉
と
一
緒
に
千

葉
の
実
家
に
避
難
、
兄

は
避
難
所
生
活
。
そ
ん

な
中
、
自
分
は
ス
ー
ツ

を
着
て
客
先
を
訪
問
し

て
い
る
。
本
当
に
そ
れ

で
い
い
の
か
悩
ん
だ
。

「
何
か
を
し
な
け
れ
ば

と
考
え
抜
き
、
自
分
の

経
験
が
生
か
せ
る
原
子

力
発
電
所
に
戻
る
と
決

め
た
ん
で
す
」。

　

自
ら
４
号
機
の
汚
染

水
処
理
の
現
場
を
希
望

し
た
。「
復
旧
へ
の
仕

事
を
死
ぬ
覚
悟
で
や
り

た
い
」
と
地
下
の
現
場

作
業
を
懸
命
に
や
り
抜

い
た
。
現
在
は
一
時
帰

宅
者
の
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
担
当
し
て
い
る
。

　

日
本
テ
ク
ノ
在
籍
中

の
短
い
期
間
に
育
ん
だ

仲
間
と
の
交
流
は
今
も

続
い
て
い
る
。

11Scene
働きやすい温かな職場環境は変わらずに

原発の職場に戻り、復興の仕事へ

被災地営業所

現在の様子

12Scene
日本テクノ元社員

震災での決断

　やってきました「食欲の秋」。秋には秋の、旬の食材を楽しみ
たいものね。旬のものは、おいしいだけでなく栄養価も違うのよ。
例えば、これからが旬のほうれん草は夏よりも冬のほうが約 3
倍のビタミン Cがあって、同様にブロッコリーも 1.5 倍。逆
にトマトは夏のほうが 2倍のビタミン Cをとれるのよ。
　そうそう、おばあちゃんは、お料理の方法も環境にや
さしいエコクッキングを心掛けていますよ。お豆や根菜
などの固い食材には魔法瓶を活用。おばあちゃんの得意
な黒豆の煮物は、お鍋で 1時間ほど火にかけてから魔法
瓶で一晩寝かせるのがコツ。おいしい食材をエコな方法
でよりおいしく。みなさんのエコレシピも教えてくださいね。

　

今
、
企
業
で
は
「
ゆ
と
り

教
育
」
を
受
け
て
育
っ
た
平

成
世
代
の
社
員
が
入
社
し
て

き
て
い
る
。
ゆ
と
り
教
育
は

「
自
由
放
任
教
育
」
を
理
想

と
し
た
教
育
な
の
で
躾
、
基

本
、
ル
ー
ル
、
規
範
意
識
、

競
争
が
軽
視
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
ゆ
と
り
世
代
は
、
価

値
観
が
合
う
仲
間
と
し
か
交

流
し
な
い
、
あ
き
ら
め
や
す

い
、
規
範
意
識
の
欠
如
、
ル

ー
ル
を
守
ら
な
い
、
９
割
以

上
の
若
者
は
受
身
で
お
と
な

し
い
、
基
本
が
身
に
つ
い
て

い
な
い
の
に
基
本
が
教
え
ら

れ
て
い
な
い
、
教
え
ら
れ
て

い
な
い
と
し
な
い
、
躾
の
欠

如
、
精
神
面
が
鍛
え
ら
れ
て

い
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

人
間
は
大
脳
辺
縁
系
と
い

う
動
物
の
脳
を
持
っ
て
い
る
。

教
育
さ
れ
て
い
な
い
大
脳
辺

縁
系
は
動
物
と
同
じ
で
怠
惰

で
本
能
的
だ
。
こ
の
脳
は
理

性
の
脳
と
い
わ
れ
る
大
脳
新

皮
質
よ
り
も
強
く
大
き
な
力

を
発
揮
す
る
。
そ
の
た
め
に

重
要
な
の
が
子
ど
も
の
と
き

か
ら
の
躾
教
育
で
あ
る
。

　

社
会
で
も
そ
う
だ
。
社
会

の
躾
、
基
本
、
ル
ー
ル
、
規

範
意
識
の
教
育
を
受
け
て
い

る
か
ら
、
人
間
は
安
心
し
て

生
活
で
き
る
。
人
間
が
交
通

ル
ー
ル
を
教
育
さ
れ
ず
、
信

号
を
守
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

た
と
し
た
ら
、
安
心
し
て
道

路
も
歩
け
な
い
だ
ろ
う
。

　

組
織
で
も
同
じ
だ
。
業
績

の
悪
い
会
社
ほ
ど
組
織
の

躾
、
基
本
、
ル
ー
ル
、
規
範

意
識
、
競
争
が
欠
如
し
て
い

る
。
例
え
ば
運
送
会
社
で
事

故
を
起
こ
す
車
ほ
ど
洗
車
さ

れ
て
い
な
い
と
か
、
倒
産
し

た
メ
ー
カ
ー
ほ
ど
不
要
な
も

の
を
多
量
に
つ
く
っ
て
い
た

と
か
、
組
織
の
基
本
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
い
る
。
お
ろ

そ
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
仕

事
に
対
す
る
緊
張
感
が
な
く

な
り
、
事
故
に
つ
な
が
っ
た

り
、
倒
産
に
つ
な
が
っ
た
り

す
る
の
だ
。
ひ
と
言
で
い
え

ば
、
社
員
教
育
を
な
い
が
し

ろ
に
し
た
結
果
で
も
あ
る
。

　

ゆ
と
り
教
育
で
身
に
つ
け

た
意
識
を
変
え
、
プ
ロ
の
企

業
人
と
し
て
戦
力
化
す
る
に

は
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
座
学
で

は
不
十
分
だ
。
意
識
を
覚
醒

さ
せ
、
自
分
自
身
を
見
つ
め

直
さ
せ
、
意
欲
・
や
る
気
を

高
め
て
く
れ
る
ハ
ー
ド
な
教

育
訓
練
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

人
間
は
、
ど
の
よ
う
な
教

育
を
受
け
続
け
た
か
で
、
大

き
な
影
響
を
受
け
戦
力
に
な

っ
て
い
く
の
だ
。

　

因い
ん

果が

倶ぐ

時じ

だ
。

意
識
を
覚
醒
さ
せ
る
訓
練

日本のために、ユーザーのために、 日本テクノは何ができるかを考えながら、企業活動を行っていきます。

※ 内容に関しては、細心の注意を払っていますが、転載利用など運用の際の責任は
小紙では負いかねます。自己責任のもとでご活用ください。

総
勢
８
名
に
な
っ
た
郡
山
営
業

所
の
メ
ン
バ
ー
。

秋元さん

本紙３面・対談に登場し
た河村隆一さんから素敵
なプレゼントがありま
す。このＣＤを抽選で 10
名様に進呈いたします。
対談記事のご感想と「住
所」「氏名」「年齢」を明
記のうえ、左記あて先ま
でハガキでご応募くださ
い（あて先、締め切り、
当選発表は懸賞付きクロ
スワードパズルと同じ）。

今年３月に発売された「LUNA SEA」による
12年ぶりの22分を超える超大作シングル

『THE ONE -Crash to create-』
YICQ-10229 ¥1,260-（税込）

河村隆一さんからの読者プレゼント !!

特製 エコカレンダープレゼント
写
真
は
２
０
１
２
年
版
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
賞
品
は
現
在
制
作
中

の
２
０
１
３
年
版
に
な
り
ま
す
。
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